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い
つ
の
世
も
会
社
は
誰
の
も
の
か
論

争
は
尽
き
な
い
。
長
年
、
株
主
と
従
業

員
の
間
を
揺
れ
動
い
て
い
た
が
、
近
年

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
識
の
高
ま
り
や
人
手

不
足
な
ど
を
背
景
に
、
従
業
員
側
の
比

重
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

従
業
員
の
心
の
内
を
知
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
会
社
に
対
す
る
従
業
員
の
満
足
度
調

査
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
」
を
す
る
会

社
も
増
え
て
い
る
よ
う
だ
▼
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ベ
イ
は
、
従
業
員
全
員
を
対
象
に
、
会
社

と
働
き
方
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
も
の

で
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ベ
イ
と
も
言
わ

れ
る
。
私
も
以
前
の
職
場
で
経
験
が
あ
る
。
し

か
し
こ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
、
担
当

部
門
は
人
事
関
連
の
部
署
で
あ
り
、
質
問
内
容

は
主
に
汎
用
的
な
会
社
に
対
す
る
こ
と
。
だ
か

ら
結
果
を
も
と
に
改
善
策
が
な
さ
れ
て
も
、
そ

れ
は
会
社
で
の
待
遇
と
環
境
が
メ
イ
ン
だ
っ

た
。
改
善
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
が
、
従

業
員
に
と
っ
て
は
会
社
で
過
ご
す
時
間
や
気
を

配
る
こ
と
の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
自
分
の
仕

事
と
現
場
環
境
。
そ
こ
で
の
問
題
を
解
消
し
な

い
限
り
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
っ

て
い
か
な
い
。
働
き
方
、
働
き
や
す
さ
、
定
着

を
強
化
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
社
内
の
待
遇
や

環
境
と
と
も
に
、
も
っ
と
従
業
員
の
仕
事
や
業

務
面
で
の
環
境
改
善
に
気
を
配
る
こ
と
が
大
切

だ
。
そ
の
た
め
に
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ベ

イ
も
、
も
っ
と
現
場
に
近
く
、
業
務
に
即
し
た

意
見
を
集
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
▼
か
つ
て

の
改
善
の
主
目
的
は
、
会
社
の
た
め
の
生
産
性

向
上
だ
っ
た
。
副
次
的
な
効
果
と
し
て
業
務
負

荷
の
低
減
な
ど
従
業
員
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
生
ま
れ
た
。
見
た
目
上
は
、
お
互
い
に
Ｗ
ｉ

ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
明
確
な
違
い
が
あ
っ
た
。
い
ま
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
と
副
が
な
い
フ
ラ
ッ

ト
、
ま
た
は
少
し
従
業
員
の
満
足
度
向
上
を
目

的
と
し
た
改
善
と
そ
の
実
行
。
そ
れ
を
繰
り
返

す
こ
と
で
従
業
員
は
得
を
し
て
、
会
社
へ
の
帰

属
意
識
や
業
務
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

上
が
っ
て
い
く
。
従
業
員
が
意
欲
的
に
業
務
に

取
り
組
め
れ
ば
、
Ｑ
Ｃ
Ｄ
は
高
ま
り
、
営
業
活

動
も
盛
ん
に
な
り
、
よ
い
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ

る
。
会
社
は
誰
の
も
の
か
？
　
Ｄ
Ｘ
で
い
う
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
は
、
会

社
と
し
て
そ
の
回
答
を
も
う
一
度
考
え
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
。

会社は誰のものか？　ＤＸの第一歩は会社のあり方を見つめ直すことからはじまる

磁
気
セ
ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
が
発
行

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
主
導 

提
案
、審
議

三
菱
電
機 

Ｆ
Ａ
機
器
分
野

初
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
展
開
催

３
月
16
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
も

品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
認

知
・
理
解
す
る
も
の
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
フ
ェ
ア
は
顧
客
の

要
望
に
よ
り
細
か
く
応
え
る

も
の
と
し
て
使
い
分
け
、
毎

年
全
国
各
地
で
開
催
を
予
定

し
て
い
る
と
し
た
。

　
フ
ェ
ア
は
、
セ
ミ
ナ
ー
と

製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

示
、
名
古
屋
製
作
所
の
工
場

見
学
等
で
構
成
。
セ
ミ
ナ
ー

は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の

も
の
づ
く
り
太
郎
氏
の
特
別

講
演
と
「
Ｄ
Ｘ
の
そ
の
次
」

を
議
論
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
三
菱

電
機
と
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に

よ
る
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
や
事
例
を
紹
介
。

　
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

展
示
は
、
昨
年
９
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
Ｆ
Ａ
コ
ミ
ュ

　
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ａ
機
器
分
野

は
、
例
年
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
等
で
行
わ
れ
る
大
規
模

展
示
会
に
は
ブ
ー
ス
を
出
展

し
て
提
案
を
し
て
い
た
が
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
展
の
開
催
は

今
回
が
初
め
て
。
そ
の
背
景

と
し
て
、
製
造
業
を
取
り
巻

く
環
境
と
ス
ピ
ー
ド
感
の
変

化
と
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
と
具
体
化
、
複
雑
化
な

ど
が
あ
り
、
よ
り
顧
客
と
関

係
を
強
化
し
て
課
題
解
決
に

つ
な
げ
る
た
め
に
開
催
を
決

定
。

　
都
築
貴
之
執
行
役
員
名
古

屋
製
作
所
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
づ
ら
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
を
改
善
し
、
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

っ
て
い
く
」
と
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
な
展
示
会
で
は
新
規
・

既
存
客
に
対
し
て
幅
広
く
製

置
を
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ

Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
で
接
続
し
、
個

々
の
装
置
の
作
業
・
稼
働
デ

ー
タ
を
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
表
示
し
、
最
先
端

の
生
産
ラ
イ
ン
を
提
案
し

た
。

　
４
階
で
は
、
同
社
と
ｅ
―

Ｆ
＠
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
12
社
に

よ
る
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
紹
介
。
同
社
展
示
で
は
、

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
64
」
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
「
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｔ
　
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
、

デ
ー
タ
分
析
ソ
フ
ト
「
Ｍ
Ｅ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
　
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ａ

ｂ
」
を
中
心
に
、
製
品
設
計

・
開
発
か
ら
ラ
イ
ン
・
設
備

設
計
と
安
定
稼
働
・
運
用
、

保
全
・
保
全
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
更
新
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
の
革
新
に
向
け
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
展
示
し
た
。
パ

ー
ト
ナ
ー
12
社
の
Ｄ
Ｘ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
展
示
で
は
、
立

花
エ
レ
テ
ッ
ク
の
ク
ラ
ウ
ド

版
設
備
稼
働
監
視
シ
ス
テ

ム
、
菱
電
商
事
の
製
造
業
向

け
の
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
、
カ

ナ
デ
ン
の
Ａ
Ｅ
セ
ン
サ
を
使

っ
た
設
備
の
超
早
期
故
障
予

兆
検
知
シ
ス
テ
ム
、
た
け
び

し
の
シ
ー
ケ
ン
サ
に
Ａ
Ｉ
を

組
み
込
め
る
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
、
北
陵
電
興
の
カ
メ
ラ
デ

ー
タ
活
用
と
工
場
健
康
診
断

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
３
月
16
日
か
ら
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
展
の
内
容
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
再
現
し
た
「
オ
ン
ラ

イ
ン
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」
を

下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。https://

www.mitsubishielec 
tric.co.jp/fa/events-
seminars/index.html

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
主
導
で
進

め
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
提
案
し
て
き

た
磁
気
セ
ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ

ス
の
規
格
化
が
、
２
月
15
日

付
で
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
「
Ｉ
Ｅ
Ｃ

６
２
２
４
６
―
４
：
２
０
２

３
Ｅ
ｄ
．
１
」
と
し
て
発
行

さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
い
う
磁
気
セ
ン
シ

ン
グ
デ
バ
イ
ス
と
は
、
リ
ー

ド
ス
イ
ッ
チ
（
ガ
ラ
ス
管
中

に
２
本
の
リ
ー
ド
接
点
を
不

活
性
ガ
ス
と
と
も
に
封
入
し

た
接
点
素
子
）
を
用
い
、
永

久
磁
石
ユ
ニ
ッ
ト
で
リ
ー
ド

ス
イ
ッ
チ
を
駆
動
さ
せ
て
接

点
開
閉
を
行
う
デ
バ
イ
ス
の

こ
と
。

　
セ
パ
レ
ー
ト
形
、
ベ
ー
ン

形
、
メ
モ
リ
ー
形
、
プ
ラ
ン

ジ
ャ
ー
形
、
フ
ロ
ー
ト
形
磁

気
セ
ン
サ
ー
が
含
ま
れ
る
。

　
永
久
磁
石
で
駆
動
す
る
た

め
駆
動
用
電
源
が
い
ら
ず
、

ガ
ラ
ス
封
入
接
点
の
た
め
耐

環
境
性
に
強
い
等
の
特
徴
が

あ
る
。

　
規
格
化
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
が

事
務
局
を
務
め
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
／

Ｔ
Ｃ
94
国
内
委
員
会
が
中
心

と
な
り
、
日
本
か
ら
Ｉ
Ｅ
Ｃ

（
国
際
電
気
標
準
会
議
）
に

提
案
し
、
日
本
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
審
議

を
進
め
て
き
た
も
の
。
規
格

の
制
定
に
よ
り
、
磁
気
セ
ン

シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
の
品
質
が

確
保
さ
れ
、
よ
り
分
か
り
や

す
く
、
使
い
や
す
さ
が
向
上

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
三
菱
電
機
は
１
日
、
名
古
屋
製
作
所
の
Ｆ
Ａ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｆ
Ａ
機
器
分
野
と
し
て

は
初
め
て
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
展
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
フ
ェ

ア
２
０
２
３
」
を
開
催
し
た
。
「
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
、
も
の
づ
く
り
の
今
と
未
来
」
を
テ
ー
マ

に
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
展
示

・
提
案
を
行
い
、
約
３
０
０
人
が
来
場
し
た
。
３
月
16

日
か
ら
は
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
動
画
や
展
示
内
容
の
紹

介
を
中
心
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
展
を
実
施
す
る
。

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
市
場

世
界
的
に
導
入
拡
大

21
年

出
荷
4.4
万
台
、1500
億
円

協働ロボット出荷金額推移

協働ロボット出荷台数推移

矢野経済研

32
年
に
は
10
倍
弱
の
成
長
予
想

松
尾
専
務 

社
長
へ
昇
格
サ
ン
ワ

テ
ク
ノ
ス

　
調
査
で
は
、
21
年
に
お
け

る
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
世
界
市
場

規
模
は
、
メ
ー
カ
ー
出
荷
台

数
ベ
ー
ス
で
４
万
４
２
０
４

台
、
出
荷
金
額
ベ
ー
ス
で
は

１
４
９
６
億
６
９
０
０
万
円

と
し
た
。

　
半
導
体
な
ど
部
材
不
足
は

不
足
に
よ
る
製
造
停
滞
と
設

備
投
資
の
減
少
が
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
の
世
界
市
場
に
も
逆
風

に
な
る
懸
念
が
あ
っ
た
が
、

実
際
は
国
や
地
域
を
問
わ
ず

に
導
入
が
進
ん
だ
。
特
に
製

造
業
に
加
え
て
サ
ー
ビ
ス
業

で
も
導
入
が
拡
大
し
て
い
る

中
国
を
筆
頭
に
、
成
長
著
し

い
ア
ジ
ア
、
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
ア
メ
リ
カ
、
バ
ッ

テ
リ
・
半
導
体
の
製
造
メ
ー

カ
ー
が
多
い
韓
国
な
ど
で
拡

大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
今
後
に
関
し
て
、
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
は
安
全
停
止
の
た
め

に
速
度
が
低
く
抑
え
ら
れ
、

タ
ク
ト
タ
イ
ム
の
遅
さ
が
ネ

ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
が
、
最

近
は
作
業
者
が
作
業
エ
リ
ア

に
い
な
い
場
合
は
高
速
で
、

エ
リ
ア
セ
ン
サ
等
で
侵
入
を

検
知
す
る
と
低
速
モ
ー
ド
に

変
わ
る
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
も
出

て
き
て
お
り
、
よ
り
精
密
に

障
害
物
の
感
知
や
速
度
変
換

が
実
現
で
き
る
技
術
が
開
発

さ
れ
る
こ
と
で
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
の
普
及
が
さ
ら
に
進
む
と

し
た
。

　
ま
た
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
自
動
化
ニ
ー
ズ
は
勢
い
が

増
し
て
お
り
、
参
入
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

で
関
連
部
品
の
コ
ス
ト
が
下

が
り
、
本
体
価
格
や
導
入
コ

ス
ト
も
低
下
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
32
年
に
は

22
年
比
で
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の

本
体
価
格
は
30
％
下
が
り
、

さ
ら
に
市
場
拡
大
を
後
押
し

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

代表取締役社長に就
任する松尾晶広氏

松
尾
晶
広
代
表
取
締
役
専
務

執
行
役
員
が
昇
格
す
る
。
田

中
社
長
は
２
０
１
７
年
６
月

か
ら
社
長
を
務
め
て
い
た
。

　
松
尾
晶
広
氏
（
ま
つ
お
・

あ
き
ひ
ろ
）
　
１
９
６
１
年

８
月
11
日
生
ま
れ
、
61
歳
。

84
年
３
月
福
岡
大
学
法
学
部

法
律
学
科
卒
業
。
同
年
４
月

山
田
工
業
（
現
サ
ン
ワ
テ
ク

ノ
ス
）
入
社
。
２
０
１
１
年

10
月
電
子
営
業
部
長
、
15
年

10
月
上
海
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス

薫
事
副
総
経
理
（
出
向
）
、

18
年
４
月
執
行
役
員
、
上
海

サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
薫
事
総
経

理
（
出
向
）
、
20
年
取
締
役

上
席
執
行
役
員
、
中
国
地
域

統
括
部
長
、
上
海
サ
ン
ワ
テ

ク
ノ
ス
薫
事
総
経
理
（
出

向
）
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

統
括
部
長
（
現
任
）
、
サ
ン

　
三
菱
電
機
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
貢
献

す
る
高
電
圧
直
流
送
電
（
Ｈ

Ｖ
Ｄ
Ｃ
）
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
直
流
遮
断
器
（
Ｄ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
）
の
競
争
力
強
化
に
向

け
、
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
の
開
発
な
ど

を
手
掛
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

・
Ｓ
ｃ
ｉ
ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
（
サ

イ
ブ
レ
ー
ク
）
社
を
買
収
し

た
。

　
洋
上
風
力
発
電
な
ど
発
電

　
矢
野
経
済
研
究
所
は
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
市
場
に
関
す
る
調
査
結
果
を
公
表

し
、
世
界
出
荷
台
数
は
２
０
２
１
年
の
約
４
万
４
０
０
０
台
、
出
荷
金
額
は
１
５
０

０
億
円
弱
か
ら
、
32
年
に
は
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
出
荷
台
数
が
43
万
台
、
出
荷
金

額
１
兆
５
３
８
億
円
ま
で
拡
大
す
る
と
見
通
し
た
。

所
か
ら
電
力
需
要
地
を
つ
な

ぐ
長
距
離
送
電
で
は
電
力
損

失
の
少
な
い
Ｈ
Ｖ
Ｄ
Ｃ
が
使

わ
れ
て
お
り
、
数
ミ
リ
秒
で

の
高
速
遮
断
が
で
き
る
Ｄ
Ｃ

Ｃ
Ｂ
の
需
要
拡
大
と
小
型

化
、
低
コ
ス
ト
化
な
ど
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
サ

イ
ブ
レ
ー
ク
社
は
、
２
０
１

４
年
設
立
で
、
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
に

お
け
る
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

遮
断
速
度
や
小
型
化
で
高
い

技
術
力
を
保
有
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー

３
月
20
日
開
催

ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ

　
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
（
東
京

都
中
央
区
）
は
、
「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＆
新
製

品
発
表
会
」
を
、
東
京
・
千

代
田
区
の
経
団
連
会
館
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
と
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
、
３
月
20
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
に
開
催
す

る
。
参
加
費
は
無
料
（
事
前

登
録
制
）
。

　
『
中
堅
・
中
小
製
造
業
―

真
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
３
・
０
』
を

テ
ー
マ
に
、
特
別
講
演
を
経

済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局

情
報
産
業
課
清
水
友
貴
係
長

が
行
っ
た
後
、
「
中
堅
・
中

小
製
造
業
の
実
践
的
Ｄ
Ｘ
」

と
題
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。

　
キ
ー
パ
ネ
ラ
ー
は
、
経
済

産
業
省
通
商
政
策
局
南
西
ア

ジ
ア
室
北
村
秀
一
係
長
が
、

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
岡
部
工

業
、
森
精
工
、
フ
ジ
プ
ロ
テ

ッ
ク
、
オ
ノ
ッ
ク
ス
エ
ム
テ

ィ
ー
テ
ィ
ー
、
エ
イ
ワ
精

工
、
ツ
ジ
デ
、
大
熊
製
作
所

の
各
社
の
社
長
・
部
長
が
参

加
す
る
。

　
そ
の
後
、
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ

Ｇ
か
ら
、
新
製
品
４
点
（
Ｒ

Ｐ
Ａ
　
Ｇ
ａ
ｉ
ａ
、
オ
ー
プ

ン
Ｎ
Ｅ
Ｔ
＆
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
検
査

Ｄ
Ｘ
、
溶
接
Ｄ
Ｘ
）
の
発
表

と
導
入
企
業
の
Ｄ
Ｘ
成
功
事

例
紹
介
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
参
加
申
し
込
み
締
め
切
り

は
３
月
13
日
（https://

a-tkg.com/seminar_ 
20230320

）
。

ワ
テ
ク
ノ
ス
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

取
締
役
社
長
（
現
任
）
、
サ

ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
マ
レ
ー
シ
ア

取
締
役
社
長
（
現
任
）
、
サ

ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
取
締
役
社
長
（
現
任
）
、

サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
フ
ィ
リ
ピ

ン
取
締
役
社
長
（
現
任
）
、

21
年
６
月
営
業
部
門
電
子
部

門
長
（
現
任
）
、
22
年
６
月

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

（
現
任
）
。
福
岡
県
出
身
。

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
１

階
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
Ｐ

Ｌ
Ｃ
や
表
示
器
、
モ
ー
タ
、

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
配
電
制

御
機
器
な
ど
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

展
示
の
ほ
か
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス

マ
ウ
ス
の
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
製
造
ラ
イ
ン
の
デ
モ
ラ
イ

ン
を
紹
介
。
各
作
業
工
程
の

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
搬
送
装

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
生
産
に
影

響
を
与
え
た
が
、
製
造
業
の

生
産
・
製
造
に
お
け
る
自
動

化
ニ
ー
ズ
は
根
強
く
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
人
手
不
足
や
密
の

防
止
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
、

製
造
品
質
の
向
上
、
生
産
安

定
化
な
ど
で
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
が
世
界
的
に
拡
大
し

て
い
る
。

　
国
・
地
域
別
で
も
、
部
材

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
６
月

27
日
付
け
で
、
田
中
裕
之
代

表
取
締
役
会
長
兼
社
長
が
代

表
取
締
役
会
長
に
専
任
し
、

後
任
の
代
表
取
締
役
社
長
に

直
流
遮
断
器
企
業
を
買
収

再
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
強
化

三菱電機
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オ
プ
テ
ッ
ク
ス
は
、
防
犯

用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
シ
ス
テ
ム
の

パ
ッ
シ
ブ
セ
ン
サ
ー
送
信
機

「
Ｌ
Ｗ
Ｓ
―
Ｔ
５
１
５
」
と

受
信
機
「
Ｌ
Ｗ
Ｓ
―
Ｒ
４
０

０
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
侵
入
者
や
来

訪
者
を
セ
ン
サ
ー
で
検
知

し
、
省
電
力
広
域
無
線
通
信

（
Ｌ
ｏ
Ｒ
ａ
）
で
受
信
機
へ

信
号
を
送
信
す
る
パ
ッ
シ
ブ

セ
ン
サ
ー
送
信
機
と
受
信

機
。
電
波
到
達
距
離
は
３
㌔

㍍
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設

や
工
場
、
学
校
法
人
、
病
院

な
ど
敷
地
面
積
の
広
い
大
型

施
設
へ
の
不
正
侵
入
対
策
な

ど
に
最
適
。

　
新
た
に
Ａ
Ｃ
Ｋ
（
ア
ン
サ

ー
バ
ッ
ク
）
機
能
を
搭
載

し
、
受
信
機
が
正
常
に
受
信

し
た
こ
と
を
送
信
機
側
で
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

機
器
設
置
時
の
施
工
効
率
が

大
幅
に
向
上
し
た
。

　
ア
マ
ダ
は
、誰
で
も
、ど
こ

で
も
使
え
、
環
境
に
や
さ
し

く
、
ユ
ー
ザ
ー
と
と
も
に
進

化
す
る
Ｎ
Ｃ
装
置
「
Ａ
Ｍ
Ｎ

Ｃ
　
４
ｉ
ｅ
」を
発
表
し
た
。

顔
認
証
で
作
業
者
を
自
動
で

識
別
し
、
一
人
一
人
の
作
業

者
に
合
わ
せ
た
操
作
画
面
の

起
動
、言
語
表
示（
15
カ
国
語

に
対
応
）、権
限
の
切
り
替
え

な
ど
を
自
動
で
行
う
ほ
か
、

動
画
に
よ
る
点
検
指
示
で
、

誰
で
も
簡
単
に
点
検
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
作
業
履
歴
は

デ
ジ
タ
ル
で
自
動
保
存
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
管
理
も
可

能
に
な
る
な
ど
誰
で
も
使
え

る
機
能
を
搭
載
し
て
い
る
。

　
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
マ
シ

ン
で
は
「
端
材
自
動
ネ
ス
テ

ィ
ン
グ
」
で
、
必
要
な
製
品

と
そ
の
個
数
を
指
定
す
る
だ

け
で
、
効
率
的
な
製
品
配
置

が
可
能
。
モ
バ
イ
ル
端
末
か

ら
リ
モ
ー
ト
操
作
で
き
、
稼

働
状
態
の
監
視
や
材
料
管

理
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
、

加
工
の
リ
モ
ー
ト
ス
タ
ー
ト

な
ど
も
可
能
と
し
た
。

　
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
で

は
、
作
業
者
に
追
従
し
て
左

右
に
動
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
搭

載
し
、
作
業
者
に
合
わ
せ
て

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
で
作
業
を

支
援
。
音
声
操
作
も
搭
載

し
、
作
業
者
が
ワ
ー
ク
を
持

っ
た
ま
ま
発
生
す
る
だ
け
で

加
工
ス
タ
ー
ト
、
ス
ト
ッ

プ
、
補
正
値
入
力
な
ど
が
行

え
、
操
作
盤
へ
の
無
駄
な
往

復
を
な
く
し
て
い
る
。

作
が
で
き
、

塗
装
ロ
ボ
ッ

ト
は
塗
装
作

業
に
専
念
し
て
余
力
を
持
っ

た
生
産
タ
ク
ト
を
実
現
可

能
。
床
面
近
く
で
動
作
す
る

こ
と
で
塗
装
ロ
ボ
ッ
ト
の
作

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
高
性
能

・
多
機
能
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源

「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
２
シ
リ

ー
ズ
」
の
着
脱
可
能
な
通
信
モ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
対
応
の

「
２
７
８
９
―
９
０
２
３
」
を

発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

電
源
「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
２

シ
リ
ー
ズ
」
に
取
り
付
け
て
使

う
通
信
機
能
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、

フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
通
信
を
通
じ

て
電
流
や
電
圧
、
消
費
電
力
、

稼
働
時
間
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
と
、
電
圧
や
閾
値
（
し
き
い

ち
）
、
過
負
荷
時
動
作
な
ど
の

パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
が
で
き
、
電

源
の
見
え
る
化
と
予
兆
保
全
を

実
現
す
る
。

　
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｒ
Ｔ
Ｕ
と

Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｕ

Ｄ
Ｐ
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
に
加

え
、
こ
の
ほ
ど
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ

ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
対
応
品
を
追
加
し

た
。

　
ミ
ツ
ト
ヨ
は
、
３
次
元
測

定
機
の
稼
働
状
況
監
視
と
日

常
点
検
に
よ
る
精
度
監
視
を

実
現
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
契
約
」
を
提
供

開
始
し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
来
の

精
度
検
査
、
故
障
時
対
応
に

加
え
、
測
定
機
の
状
態
を
日

常
的
に
維
持
管
理
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
含

み
、
測
定
機
の
異
常
を
素
早

く
察
知
し
、
故
障
に
至
る
前

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
部
品
交

換
が
可
能
。
測
定
機
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
、
異
常
が
発
生

　
自
動
車
ボ
デ
ィ
ー
の
塗
装

時
に
は
ド
ア
、
エ
ン
ジ
ン
フ

ー
ド
、
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
を
開

閉
し
て
外
側
と
内
側
を
均
一

に
塗
装
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
従
来
の
自
動
化
設
備

は
、
ド
ア
の
開
閉
動
作
は
塗

装
用
ガ
ン
と
ド
ア
を
開
閉
す

る
ハ
ン
ド
の
両
方
を
装
備
し

た
塗
装
ロ
ボ
ッ
ト
、
ま
た
は

走
行
装
置
に
搭
載
さ
れ
た
ド

ア
開
閉
ロ
ボ
ッ
ト
で
対
応
し

て
い
た
。
前
者
は
工
程
と
シ

ス
テ
ム
が
複
雑
化
し
、
後
者

は
走
行
装
置
が
必
要
で
設
置

・
運
用
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

搬
送
コ
ン
ベ
ヤ
に
追
従
し
な

が
ら
ド
ア
の
開
閉
や
保
持
動

　
営
業
が
好
き
で
営
業
職
に
就

く
新
人
も
い
れ
ば
、
好
き
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
営
業
に
配

属
に
な
っ
た
新
人
も
い
る
。
営

業
職
に
就
い
た
時
点
で
「
営
業

が
好
き
だ
」
と
言
う
新
人
は
、

生
徒
・
学
生
時
代
に
自
分
の
方

か
ら
声
を
掛
け
て
友
人
を
作
っ

て
き
た
人
が
割
に
多
い
。
一
方

「
好
き
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
」
と
言
う
新
人
は
、
声
を
掛

け
ら
れ
て
友
人
を
作
っ
て
き
た

よ
う
だ
。
ま
だ
営
業
の
実
際
が

よ
く
分
か
ら
な
い
こ
の
時
点
で

営
業
が
好
き
だ
と
言
う
の
は
、

営
業
と
い
う
仕
事
を
人
と
の
か

か
わ
り
が
強
い
仕
事
だ
と
理
解

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

理
解
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
。

好
き
だ
と
言
っ
た
新
人
は
、
営

業
に
慣
れ
る
の
が
早
い
し
社
内

の
覚
え
も
目
覚
ま
し
い
。

　
積
極
的
に
好
き
だ
と
言
わ
な

い
新
人
は
、
営
業
に
慣
れ
る
ま

で
前
者
よ
り
時
間
は
か
か
る
か

ら
社
内
の
評
価
で
は
あ
ま
り
良

く
は
な
い
。
し
か
し
、
生
徒
・

学
生
時
間
に
ど
う
い
う
形
で
あ

れ
友
人
関
係
を
作
っ
て
き
た
の

な
ら
、
必
ず
営
業
に
は
慣
れ
一

人
前
の
販
売
員
に
は
な
れ
る
の

だ
。
だ
か
ら
、
新
人
の
こ
の
時

点
で
営
業
が
好
き
、
あ
ま
り
好

き
で
は
な
い
と
い
う
の
は
営
業

に
向
い
て
い
る
か
、
そ
う
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
営
業
に
慣
れ
る
の
が
早
い

か
遅
い
か
の
こ
と
で
あ
る
。

　
彼
ら
が
組
織
の
一
員
と
聞
い

て
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
に
明
け
暮

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で

「
営
業
は
好
き
か
」
と
問
い
か

け
て
み
る
。
最
初
の
配
属
時
点

で
営
業
が
好
き
だ
と
い
っ
た
新

人
全
て
が
、
営
業
を
好
き
だ
と

は
言
わ
な
い
。
営
業
は
あ
ま
り

好
き
で
は
な
い
と
言
っ
た
新
人

の
中
に
営
業
は
好
き
だ
と
答
え

る
人
は
、
少
な
か
ら
ず
い
る
。

　
何
事
も
興
味
が
あ
る
か
ら
、

ま
ず
始
め
る
。
そ
し
て
好
き
に

な
る
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要

に
な
る
。
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

か
ら
始
め
て
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
好
き
に
な
っ
て
い
く
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
い
と
、
い
つ

し
か
や
め
て
し
ま
う
。
営
業
も

ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
営
業
は

確
か
に
人
に
絡
む
仕
事
だ
が
会

社
を
背
負
っ
て
顧
客
と
の
利
害

を
調
整
し
困
難
を
乗
り
越
え
る

厳
し
く
難
し
い
仕
事
で
あ
る
。

　
営
業
は
仕
事
だ
か
ら
、
と
に

か
く
始
め
る
。
親
し
い
顧
客
が

で
き
る
頃
に
は
、
こ
の
仕
事
に

慣
れ
て
楽
に
な
る
。
顧
客
と
の

付
き
合
い
方
に
慣
れ
て
顧
客
の

言
い
分
通
り
に
動
き
、
い
わ
ゆ

る
御
用
聞
き
的
な
営
業
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
と
の

か
か
わ
り
が
好
き
で
も
、
い
つ

し
か
営
業
の
仕
事
が
惰
性
に
な

る
。
や
は
り
、
好
き
に
な
る
に

は
厳
し
さ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
乗
り
越
え
成
果
を
味
わ
う
こ

と
が
必
要
な
の
だ
。
好
き
に
な

れ
ば
、
難
し
い
局
面
に
立
っ
て

も
克
服
で
き
る
と
い
う
自
ら
効

力
感
が
高
く
な
り
、
や
が
て
好

き
が
高
じ
て
面
白
く
な
る
。
何

か
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
探

し
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
超
一
級
の
販
売
員
で
あ

る
。

　
超
一
級
の
販
売
員
と
は
言
わ

な
い
ま
で
も
、
営
業
が
面
白
い

と
言
う
販
売
員
は
い
い
人
脈
を

持
ち
情
報
が
豊
富
で
情
報
の
使

い
方
が
上
手
で
あ
る
。
い
い
人

脈
を
持
て
ば
売
り
上
げ
の
チ
ャ

ン
ス
は
広
が
る
。
だ
か
ら
販
売

員
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
人
脈
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
を

続
け
て
い
る
過
程
で
気
付
い
た

こ
と
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
情
報
で
あ
る
。
顧
客

は
営
業
に
情
報
を
期
待
し
て
い

る
か
ら
面
会
し
て
く
れ
る
こ
と

に
気
付
く
。
商
品
の
紹
介
は
大

事
な
情
報
提
供
活
動
で
あ
る
。

し
か
し
、
紹
介
の
折
に
商
品
の

特
徴
・
機
能
等
の
良
い
点
を
力

説
す
れ
ば
、
顧
客
側
か
ら
見
れ

ば
情
報
の
提
供
で
は
な
く
自
分

を
狙
っ
て
撃
っ
て
く
る
弾
丸
に

な
る
。

　
避
け
た
く
な
る
弾
丸
で
な
く

顧
客
が
受
け
止
め
て
く
れ
る
情

報
と
す
る
に
は
、
気
に
な
っ
て

質
問
し
た
く
な
る
よ
う
な
ス
ト

ー
リ
ー
仕
立
て
が
必
要
に
な

る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
顧
客

は
先
端
技
術
だ
け
を
模
索
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
何
事
も

基
礎
が
あ
る
よ
う
に
、
製
造
に

も
整
理
整
頓
と
い
う
基
本
が
あ

る
。
そ
の
一
つ
が
工
具
、
仕
掛

品
、
部
材
、
破
材
等
々
の
管
理

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
管
理
に
絡
め
た
Ｉ

ｏ
Ｔ
の
話
等
を
し
な
が
ら
関
係

す
る
商
品
情
報
を
発
信
す
れ

ば
、
商
品
紹
介
は
弾
丸
で
な
く

情
報
に
な
る
。
少
し
頭
を
ひ
ね

る
く
ら
い
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ

ー
を
仕
立
て
る
に
は
多
く
の
顧

客
か
ら
学
び
続
け
る
必
要
が
あ

る
。

仕
事
が
好
き
に
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

難
局
克
服
し
て
成
果
を
味
わ
お
う

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

塗装ロボットと協調
　
安
川
電
機
は
、
自
動
車
生
産
ラ
イ
ン
の
塗
装
ブ
ー
ス
内
で
、
搬
送
コ
ン

ベ
ヤ
に
追
従
し
な
が
ら
塗
装
ロ
ボ
ッ
ト
と
協
調
し
て
自
動
車
ボ
デ
ィ
ー
の

ド
ア
開
閉
を
行
う
、
塗
装
用
途
オ
ー
プ
ナ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｎ
―
Ｍ
Ｐ
Ｏ
10
Ｌ
（
可
搬
質
量
10
㌔
㌘
、
最
大
リ
ー
チ
２
５
５
０
㍉

㍍
）
」
を
発
売
し
た
。

　
横
河
電
機
は
、
プ
ラ
ン
ト

装
置
を
制
御
す
る
エ
ッ
ジ
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
上
で
自
律
制
御

Ａ
Ｉ
（
Ｆ
Ｋ
Ｄ
Ｐ
Ｐ
）
を
活

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。

　
プ
ラ
ン
ト
の
制
御
方
式
に

は
Ｐ
Ｉ
Ｄ
制
御
と
高
度
制
御

（
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
が
あ
る
が
、
複

雑
な
制
御
に
な
る
と
調
整
に

長
い
時
間
と
大
き
な
労
力
が

か
か
り
、
手
動
制
御
で
対
応

し
て
い
る
箇
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
。

　
同
社
は
、
自
律
制
御
Ａ
Ｉ

を
使
っ
て
化
学
プ
ラ
ン
ト
の

な
か
で
こ
れ
ま
で
手
動
運
転

し
か
で
き
な
か
っ
た
箇
所
を

35
日
間
、
自
律
制
御
に
成

功
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の

自
律
制
御
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た

モ
デ
ル
を
エ
ッ
ジ
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
に
実
装
し
、
プ
ラ
ン
ト

の
自
律
運
転
を
可
能
に
す
る

も
の
。

　
Ａ
Ｉ
の
専
門
知
識
が
い
ら

ず
、
制
御
モ
デ
ル
を
生
成
し

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
組
み
込

め
る
簡
便
さ
に
加
え
、
既
存

の
設
備
を
生
か
し
な
が
ら
エ

ッ
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
後
付

け
し
て
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
律
制

御
が
可
能
。
制
御
周
期
は
０

・
01
秒
か
ら
対
応
し
、
高
速

性
が
求
め
ら
れ
る
装
置
の
制

御
に
も
対
応
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｉ
Ｄ
や
Ａ
Ｐ

Ｃ
が
組
め
な
か
っ
た
手
動
制

御
箇
所
に
適
用
す
る
こ
と
で

自
律
化
と
最
適
制
御
を
同
時

に
実
現
で
き
る
ほ
か
、
設
定

値
を
上
回
る
オ
ー
バ
ー
シ
ュ

ー
ト
を
防
止
し
、
装
置
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
を
低
減
す
る
。
整

定
時
間
も
大
幅
に
短
縮
し
、

省
エ
ネ
と
生
産
性
向
上
に
も

貢
献
す
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
、
別

売
り
の
エ
ッ
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
と
自
律
制
御
Ａ
Ｉ
を
使
っ

ア
マ
ダ
、Ｎ
Ｃ
装
置
新
開
発

た
学
習
サ
ー
ビ
ス
、
エ
ッ
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
用
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
、
Ａ
Ｉ
制
御
モ
デ
ル
を

実
行
す
る
た
め
の
ラ
イ
セ
ン

ス
が
必
要
と
な
る
。
石
油
化

学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
素
材
、

半
導
体
製
造
、
食
品
農
業
、

製
薬
、
上
下
水
道
等
の
プ
ラ

ン
ト
に
お
け
る
温
度
や
圧

力
、
水
位
、
流
量
制
御
な
ど

に
最
適
と
な
っ
て
い
る
。

　
オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
グ
ル
ー

プ
会
社
、
オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
、
Ｉ
Ｔ
機
器
・
シ
ス
テ
ム

を
中
心
と
し
た
設
備
の
保
守

運
用
管
理
に
課
題
を
抱
え
る

企
業
に
対
し
、
業
務
運
営
を

最
適
化
す
る
「
ア
セ
ス
メ
ン

ト
＆
デ
ザ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
開
始
し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
「
業
務
プ

ロ
セ
ス
診
断
」
と
「
業
務
プ

ロ
セ
ス
設
計
」
の
２
つ
の
フ

ェ
ー
ズ
で
業
務
運
営
を
最
適

化
す
る
。
業
務
プ
ロ
セ
ス
診

断
は
、
業
務
の
可
視
化
な
ど

の
現
状
把
握
、
運
用
デ
ー
タ

の
定
量
分
析
・
定
性
分
析
に

よ
る
問
題
の
洗
い
出
し
と
原

因
追
及
、
目
指
す
姿
を
そ
れ

ぞ
れ
設
定
。
業
務
プ
ロ
セ
ス

設
計
は
、
目
指
す
姿
に
対
し

て
課
題
と
改
善
目
標
を
設
定

し
た
う
え
で
、
改
善
策
を
提

案
す
る
。
さ
ら
に
、
同
サ
ー

ビ
ス
で
提
案
し
た
改
善
策
の

実
現
に
向
け
て
、
保
守
運
用

生
産
タ
ク
ト
効
率
化

安川電機　自動車向け塗装用途オープナーロボット

業
範
囲
や
自
動
車
ボ
デ
ィ
ー

と
の
干
渉
を
回
避
し
、
さ
ら

な
る
生
産
タ
ク
ト
の
効
率
化

が
可
能
。
ま
た
走
行
装
置
の

シ
ス
テ
ム
で
求
め
ら
れ
る
追

従
距
離
と
同
等
の
距
離
を
確

保
で
き
る
た
め
、
同
製
品
を

導
入
す
る
こ
と
で
走
行
装
置

が
不
要
に
な
り
、
導
入
・
稼

働
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
コ
ス

ト
削
減
に
な
る
こ
と
に
加

え
、
新
規
設
備
で
は
ブ
ー
ス

幅
を
短
縮
で
き
、
空
調
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
削
減
が
可
能
と
な

り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
も
貢
献
す
る
。

し
た
際
に
は
状
況
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
日
常

点
検
で
Ｄ
ａ
ｉ
ｌ
ｙ
　
Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ
ｋ
　
Ｇ
ａ
ｇ
ｅ
を
使
用

で
き
、
状
態
の
傾
向
値
管
理

が
可
能
と
な
り
、
万
一
異
常

値
を
検
出
し
た
際
に
は
、
状

況
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
提

供
す
る
。
使
用
頻
度
に
応

じ
、
消
耗
部
品
（
モ
ー
タ
や

プ
ロ
ー
ブ
な
ど
）
を
交
換
す

る
予
防
保
全
、
稼
働
デ
ー
タ

を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
月

次
配
信
な
ど
も
行
う
。

　
対
象
機
種
は
「
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ａ
―
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
　
Ｖ
５
０

０
シ
リ
ー
ズ
」
「
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ａ
―
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
　
Ｖ
７
０

０
シ
リ
ー
ズ
」
「
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ａ
―
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
　
Ｖ
９
０

０
シ
リ
ー
ズ
」
「
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ａ
―
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
　
Ｖ
１
２

０
０
シ
リ
ー
ズ
」
「
Ｍ
ｉ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
５
５
５
」
。

盤
用
ア
ル
ミ
窓
枠

Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
フ
ィ

ル
ム
仕
様
を
追
加

篠
原
電
機

　
篠
原
電
機
は
、
盤
用
ア
ル

ミ
窓
枠
の
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
に
、
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル

ム
仕
様
＝
写
真
＝

を
追
加
し
た
。

　
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
フ

ィ
ル
ム
が
網
入
り

ガ
ラ
ス
タ
イ
プ

で
、
Ｉ
Ｐ
55
の
優
れ
た
防
水

性
で
屋
外
用
と
し
て
も
使
用

可
能
。
ア
ル
マ
イ
ト
処
理
済

み
で
、
耐
食
性
に
優
れ
、
仕

上
が
り
も
き
れ
い
で
装
着
し

た
盤
の
価
値
を
高
め
、
認
定

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
に
も
使
用
可

能
。
パ
ネ
ル
穴
に
表
面
か
ら

ア
ル
ミ
窓
枠
を
は
め

込
み
、
裏
面
か
ら
ビ

ス
止
め
す
る
だ
け
で

簡
単
に
取
り
付
け
が

で
き
る
。

オ
ム
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

設
備
の
保
守
運
用
管
理
最
適
化

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
マ
シ
ン

用
（
左
）
と
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ

マ
シ
ン
用

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
　
防
犯
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
シ
ス
テ
ム

大
型
施
設
不
正
侵
入
へ
対
策

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｍ
Ｐ
Ｏ

10
Ｌ

パ
ッ
シ
ブ
セ
ン
サ
ー
送
信
機

Ｌ
Ｗ
Ｓ
―
Ｔ
５
１
５（
左
）と

受
信
機
Ｌ
Ｗ
Ｓ
―
Ｒ
４
０
０

体
制
の
構
築
支
援
や
保
守
サ

ー
ビ
ス
の
受
託
、
継
続
的
な

運
用
改
善
サ
ポ
ー
ト
に
対
応

す
る
こ
と
で
、
ノ
ン
コ
ア
業

務
の
負
荷
低
減
、
業
務
の
均

質
化
・
平
準
化
、
運
用
コ
ス

ト
の
削
減
、
災
害
時
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
対
策
な
ど
、
業
務
運
営
を

最
適
化
す
る
。

三
次
元
測
定
機
の

遠
隔
監
視
を
提
供

ミツトヨ

ワゴジャパン
スイッチング電源取り付け用
EtherNet/IP対応通信モジュール

エ
ッ
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
自
律
制
御
Ａ
Ｉ
活
用

プ
ラ
ン
ト
稼
働
最
適
化

横河電機



（3）　　　２０２３年（令和５年）３月８日

FA業界掲示板
となっており、管表面の温度測定に基づく管内の析出
物の厚さおよび形状の推定」「大電流および交流/直
流の測定が可能な小型コアレス電流センサの要素技術
開発」「ブリルアン散乱光を用いた分布型光ファイバ
センサによる高温度測定技術」「DNAマイクロアレ
イを用いた飲食料品・医薬品分野向け微生物迅速検査
システムの開発」「脱炭素社会の実現に貢献する
YOKOGAWAの取り組み」「カーボンニュートラル
実現に向けた再生可能エネルギーおよび蓄電池の導
入」「現場AIソリューション「設備・品質らくらく
予兆検知」の開発」を掲載している。
■ アズビル、azbil MINDに大阪にイノベーションプ
ラザ紹介記事を追加

　アズビルは、同社グループの活動や取り組みを紹介
する「azbil MIND」に、2022年10月に大阪にオープ
ンしたイノベーションプラザの紹介記事「お客さまと
の「対話」を通して新たな価値を提供」を公開した。
　イノベーションプラザは、JR大阪駅前の大阪梅田
ツインタワーズ・サウス18階にあり、BA事業の製品
・サービスを見て、体感して、意見を直接聞くための
場所として誕
生。建物設備
をトータルに
制御/管理す
る中央監視シ
ス テ ム の ほ
か、快適な空
調をゾーンで
制御するシステム、室内の状況に合わせた調光制御、
調色制御などさまざまな設備と連携した最新のシステ
ムを実際に体感することができる。
■ パナソニックインダストリー、DXにより生産性
30%向上と価値創出を強化

　パナソニックインダストリーは、デジタル経営変革
（DX）を全社活動として開始し、DXによる生産性
30%向上などを通じて、2030年度に売上1.8兆円、営
業利益率15%以上の達成を目指す。
　具体的には、PSI（製造・販売・在庫）の集中管理
による販売計画、生産計画の精度向上や在庫の適正
化、調達、物流の最適化、ITシステムの統一による
業務の標準化などで、2030年度において2021年度比
30％の生産性向上を実現するほか、グローバル全従
業員4万4000人のDX人財化、全社共通データベース
やSCM最適化による効率化の追求と新たな顧客価値
の創造を進める。
■ シャープ、東芝インフラなど9者、ローカル5Gを使
った放牧地管理の実証実験

　シャープとビッグレッドファーム、北海道新冠町、
東芝インフラシステムズ、エクシオグループ、調和技
研、ヤンマーアグリ、名古屋テレビ放送、道銀地域総
合研究所の9者は、2022年11月から2023年2月の3カ
月間、北海道新冠町のビッグレッドファーム明和で、
ローカル5Gを活用
した放牧地管理の実
証実験を行った。
　実証実験では、無
人ロボットトラクタ
ーの遠隔操作による
軽種馬用放牧地の管理作業と省人化、広大な放牧地で
の分散アンテナによるローカル5Gエリアの柔軟な構
築に向けた2つの実験を行なった。
■ 本多通信工業、本社と大阪営業所、名古屋営業所を
移転

　本多通信工業は、本社と大阪営業所、名古屋営業所
を移転する。
　本社の新住所は、〒105-0021東京都港区東新橋1丁
目9番3号、代表電話番号は03-6752-1520。3月27日か
ら業務開始する。
　大阪営業所の新住所は、〒532-0003大阪府大阪市

淀川区宮原4丁目2番10号PMOEX新大阪11階、代表
電話番号は06-4965-9630。2月27日から同所にて営業
を開始している。
　名古屋営業所の新住所は、〒460-0003愛知県名古
屋市中区錦1丁目6番5号名古屋錦シティビル4階、代
表電話番号は052-747-4400。2月27日より同所にて営
業を開始している。
■ 日本ワイドミュラー、3月15日～東京ビッグサイト
「スマートエネルギーWEEK」出展

　日本ワイドミュラーは、3月15日から17日に東京ビ
ッ グ サ イ ト で 開 催 さ れ る 「 ス マ ー ト エ ネ ル ギ ー
WEEK2023春」に出展する（ブース東5ホール44-
1）。
　ブースでは、産業用太陽光発電向けの最新のソリュ
ーションとして、高容量対応接続箱、緊急遮断機能付
き省配線接続箱、ストリング監視システム等を、洋上
風力発電に最適なソリューションとして、「BLADE 
control」（氷着検知等）、タワー内部向けLED照明
等を出品する。
■ 日東工業、EV充電器「Pit-2Gシリーズ」がJARI認
証取得

　日東工業の主力EV充電器「Pit-2Gシリーズ」が
JARI認証を取得した。JARI認証品は2023年4月の発
売予定で、2023年度から始まるNeVの充電インフラ
補助金の対象製品となる見込み。

■ 東洋電機、動画公開「今さら聞けない三相と単相を
1つのトランスってなんだろう？」

　 東 洋 電 機 は 、
「【FAQ】今さ
ら聞けない、三相
と単相を1つのト
ランスってなんだ
ろう？」のパート
1「動灯・灯動共
用トランス」と、パート2「三相7線式トランス」動
画を公開した。
■ ジェイテクト、産業用ドローンメーカーのプロドロ
ーンと協業　キャパシタ提供

　ジェイテクトは、産業用ドローン開発のプロドロー
ンと協業し、蓄電デバイス「高耐熱リチウムイオンキ
ャパシタ」と関連技術を提供し、産業用ドローン開発
に貢献する。
　プロドローンの産業用ドローンは、非常時に医薬品
や救援物資を運ぶ手段として期待され、平時では物流
インフラが不十分な地域をカバーする輸送手段となる
と想定されている。高耐熱リチウムイオンキャパシタ
は、ドローンの離陸や加速の際に必要な大電力の供給
補助や電力変動吸収などに適し、主電源となるリチウ
ムイオン電池の負荷低減、寿命延長に貢献する。

■ 三菱電機、YoutubeのFAチャンネルにきのこ企業
「ホクト」インタビュー動画公開

　三菱電機は、
同社のYoutube
チャンネルにあ
るFA機器採用
企業の動画に、
きのこ総合企業
「ホクト」のイ
ンタビューを公
開した。
　きのこ栽培における室内の温湿度管理や空気の入替
・循環等の制御を、従来のリレー制御からFX5へ切り
替えしたことについて、シーケンサFX5シリーズを導
入したポイントや背景などを語っている。
■ キーエンス、「ものづくりの現場トピックス」にイ
ンダストリー4.0解説コラム追加

　キーエンスは、「ものづくりの現場　トピックス」
にコラム「インダストリー4.0で何が変化する？いま
さら聞けない製造業のDX」を追加した。インダスト
リー4.0とは何か、デジタル技術活用によってどんな
変化が起こるのかについて解説している。
■ 富士電機、SDGs重点目標の貢献事例「ものつくり
マイスター」記事公開

　富士電機は、同社のSDGs重点目標に対する活動事
例について、全ての技能者にやりがいと幸せを届け、
同社のものづくりを強化するための制度「ものつくり
マイスター」に対して紹介する記事を公開した。
　ものつくりマイスター制度は、2020年度にスター
トした社内教育制度で、「QC（Quality Control）」
「IE」「VE」「生産管理」「原価管理」「富士電機
生産システム（FePS）」「作業リーダー教育」とい
う7つの科目を年5回・3年間にわたって学ぶ。ものつ
くりマイスターに認定された技能者は、毎年の改善・
合理化の取り組み成果に応じて、賞与に最大20万円
のインセンティブが支給される。
■ 安川電機、3月15日～東京ビッグサイト「PV　
EXPO【春】に出展

　安川電機は、
3月15日から17
日まで、東京ビ
ッグサイトで開
催される、太陽
光発電所の建設
から保守・運用
に関わる製品が
出展する展示会
「PV　EXPO【春】2023～［国際］太陽光発電展
～」に出展する（ブース東3ホール24-22）。
　ブースでは、新製品の自家消費型太陽光発電用途に
特化したパワーコンディショナ「Enewell-SOL　
P3A」を中心に紹介する。同製品は、200V級S相接地
25㌔㍗と自家消費制御・自立運転機能内蔵により、
特に中規模の自家消費用途において最大のパフォーマ
ンスを提供する。

■ 横河電機は、技
術情報誌「横河
技報Vol.65」を
発行　技術報告
特集

　横河電機は、計
測と制御と情報を
テーマとし、年2
回発行している技
術情報誌「横河技
報」の最新号とな
る第65号を発行
した。
　技術報告の特集

人事

■ 日本航空電子工業、新社長に常務執行役員の村木正
之氏

　日本航空電子工業は、4月1日付で現社長（代表取
締役）の小野原勉氏が会長（代表取締役）に退き、新
社長（代表取締役）に現取締役常務執行役員の村木正
行氏が就任する。
　村木氏は1961年生まれ。1984年に日本航空電子工
業に入社し、2003年5月にコネクタ事業部管理一部
長、2010年4月にJAE Wuxi Co., Ltd.董事総経理、
2014年7月コネクタ事業部長代理兼グローバルテクノ
センター長、2016年4月に執行役員コネクタ事業部長
代理兼事業計画部長兼グローバルテクノセンター長、
2020年4月に執行役員コネクタ事業部長、2021年6月
に取締役執行役員コネクタ事業部長、2022年4月に取
締役常務執行役員コネクタ事業部長（現任）を歴任し
ている。

セミナー・イベント情報

■ オプテックス・エフエー、3月14日～オンラインセ
ミナー「FAセンサ使いこなし講座2023」

　オプテックス
・エフエーは、
3月14日から17
日にかけて、光
電センサや変位
センサ、画像セ
ンサ、サーモグラフィの使いこなし方を紹介する
「FAセンサ使いこなし講座2023」の【中級編】とし
て、5種類のセミナーを開催する。参加無料
　3月14日は「文字認識画像センサセミナー～そろそ
ろ本気で取り組む印字検査～」、15日は「サーモグ
ラフィの用途・環境に応じた使いこなし方」、16日
は「変位センサの失敗しない計測テクニック」、17
日は「いまさら聞けない光電センサの上手な使い方」
と新製品セミナー「明るさ管理の新技術FALUX 

sensing+搭載新型コントローラ＆バー照明のご紹
介」を実施する。
■ シーシーエス、4月6・7日「マシンビジョンソリュ
ーションEXPO in大宮」開催

　シーシーエスは、4月6
・7日にさいたま市の大宮
ソニックシティで、外観検
査、マシンビジョンに関す
るリアル展示会「マシンビ
ジ ョ ン ソ リ ュ ー シ ョ ン
EXPO2023in大宮」を開催
する。
　最新の画像処理に関する
ソリューションを展示し、
検査環境構築のヒントにな
る最新ソリューションを実際に見て、体験して、相談
することができる。

生産終了

■ 内外電機、電気自動車用充電器の旧形商品の一部を
販売中止

　内外電機は、電気自動車用充電器について、モデル
チェンジに伴って旧形商品のMode3普通充電器と充
電コンセント盤の一部商品を3月31日をもって販売中
止する。
　終了対象品は、Mode3普通充電器のエレナージ・
プラス1系統および2系統、エレナージ・プラスE1系
統および2系統、エレナージ・ライト、エレナージ・
プラスEタッチカード認証・課金タイプ（電力量課
金）、エレナージ・タッチリンクカード認証・課金タ
イプ（電力量課金）。充電コンセント盤のエレナージ
・スマート、エレナージ・ベーシック壁掛形。
　以下の旧形商品は引き続き販売する。Mode3普通
充電器のエレナージ・シップ旅客船設置タイプ、エレ
ナージ・プラスEタッチカード認証・課金タイプ（時
間課金）、エレナージ・タッチリンクカード認証・課
金タイプ（時間課金）。充電コンセント盤のエレナー
ジ・ベーシック自立形。
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市）の主要な更新工事を完了し、1月から播磨新工場
とアフターサービス拠点Supply Lab（サプライ・ラ
ボ）として稼働を開始した。
　新工場では、ボイラの大型化や高温高圧化など多様
化するニーズに対応する生産設備とし、さらにサプラ
イラボとしてプラントの安定稼働に欠かせない部品を
ストックして迅速に供給できるサービス拠点を整え
た。

　工場敷地面積は13万7995平方㍍。新工場の延床面
積は約1万9000平方㍍、サプライラボを含むオフィス
棟は4300平方㍍。投資総額は約130億円。
■JX金属、茨城県ひたちなか市に先端素材開発・製
造の新工場

　JX金属、茨城県ひたちなか市に、半導体用スパッ
タリングターゲットや圧延銅箔・高機能銅合金条など
の先端素材の製造・開発を行うひたちなか新工場を建
設する。
　敷地面積は24万平方㍍、投資金額は2000億円規模
になる見込み。2025年度初頭から順次操業を開始す
る。
■UBE、宇部ケミカル工場（山口県）と堺工場（大
阪府）のガス分離膜の製造設備増設
　UBEは、CO2分
離膜を中心とする需
要の急増に対応する
ため、山口県宇部市
の宇部ケミカル工場
内のガス分離膜用ポ
リイミド中空糸製造
設備と、大阪府堺市
の堺工場内のガス分
離膜モジュール製造設備を増設する。いずれも2025
年度上期に稼働予定で、生産能力は現行比で約1.8倍
となる。
　同社のガス分離膜事業は、水素分離膜、除湿膜、窒
素分離膜、CO2分離膜、有機蒸気脱水膜など幅広い用
途に応じたソリューションを提供し、分離膜はポリイ
ミド製で高耐久性に強みを持ち、中空糸を宇部ケミカ
ル工場で、モジュールを宇部ケミカル工場および堺工
場で製造している。近年は再生可能エネルギーの利用
拡大を背景に、バイオガスから二酸化炭素等を除去
し、燃料となるバイオメタンを抽出するCO2分離膜の
需要が欧州・北米を中心に急速に高まっており、今後
も世界的な市場拡大を見込み、生産体制の強化を決定
した。

■アイリスオーヤマ、静岡県裾野市に飲料水の生産・
物流拠点の富士裾野工場を新設
　アイリスオーヤマ
は、静岡県裾野市須
山の新富士裾野工業
団地内の土地と建物
を取得し、飲料水の
生産・物流拠点とな
る「富士裾野工場」
を新設する。稼働開
始は6月を予定している。
　同社は、2021年2月に富士小山工場（静岡県駿東郡
小山町）の一部を改修して飲料水事業に本格参入。
　今回新設する富士裾野工場では、天然水と強炭酸水
の生産設備を導入し順次生産を開始する。また平置き
の物流倉庫も新設し、物流・保管能力を強化し、災害
時でも飲料水などの物資を円滑に提供できる体制を構
築する。生産能力は1時間あたり天然水1500ケース、
炭酸水1300ケース。生産ラインでは、ペットボトル
内製化と全行程自動化による省人化を図っている。こ

れにより富士小山工場の生産分も合わせて、前年比約
2.5倍の供給体制を実現し、飲料水事業の一層の拡大
を目指す。
　総投資額は300億円。敷地面積6万0759平方㍍。
■埼玉村田製作所、子会社のコイルテック（岩手県二
戸市）と華成電子（台湾）を閉鎖
　埼玉村田製作所（旧：東光）の海外子会社である華
成電子を1月31日に、国内子会社である岩手県二戸市
のコイルテックを4月30日に閉鎖する。
　同グループは、主に通信市場向けにコイル製品の開
発や生産を行ってきたが、主要市場であるスマートフ
ォン市場などではニーズが多様化するとともに、製品
開発サイクルのスピードアップ、海外メーカーとの競
争激化により厳しい経営環境にあることから、工場の
統括会社として経営管理を担ってきた華成電子、コイ
ル製品などの生産設備の設計・製作・販売および開発
支援、試験業務を担ってきたコイルテックを閉鎖する
こととなった。コイルテックの担当業務は埼玉村田製
作所に引き継ぎ、グループ全体でより強固な経営体制
の構築を目指す。

工場新設・増設情報 ３月第２週

 

■中山リサイクル産業、久留米・うきは工業団地のう
きは工場が完成
　木材リサイクルの中
山リサイクル産業は、
福岡県うきは市吉井町
鷹取の久留米・うきは
工業団地に新しい事業
所となる「うきは工場」
を完成させた。
　同工場では産業廃棄物・一般廃棄物・有価物扱いと
なるあらゆる木材を取り扱うことができ、福岡県内3
工場体制で安定した受入態勢の構築と高い利便性を実
現させる。1月末から営業開始している。
■三洋化成工業、アルミ電解コンデンサ用電解液の生
産能力を増強
　三洋化成工業は、自動車の
電装化、環境対応車の拡大等
によるコンデンサの需要拡大
に対応するため、アルミ電解
コンデンサ用電解液「サンエ
レック」の生産能力を増強す
る。昨年7月に発表した3割の生産能力増強に続き、
さらなる生産能力の増強を行い、2025年3月には現行
生産能力より約6割増強となる予定。今回の投資金額
は約5億円。
　現在、自動車業界では、運転支援システム回路など
車載用電装部品が増えるとともに、環境対応への流れ
から環境対応車（EV）へのシフトが加速し、一般的
な電子機器、5G通信の普及による情報通信機器、製
造現場における産業機器のロボット化などもあり、コ
ンデンサ需要はあらゆる分野で年々増加している。
■住友重機械工業、広島ガスとLAES商用実証プラン
トを広島県廿日市に建設

　住友重機械工業は、広島ガスとパートナーを組み、
同社の広島県廿日市市木材港南の工場内に液化空気エ
ネルギー貯蔵（Liquid Air Energy Storage＝LAES）
の商用実証プラントを建設し、実証運転を開始する。
　同設備は、英国のハイビューエンタープライズリミ
テッド社が先導する液化空気エネルギー貯蔵技術を活
用した日本国内初の商用実証プラントで、LNGの冷
熱を有効に活用することにより充電効率を向上させる
ことができる。
　国内では送配電会社との個別契約に加え、卸電力市
場、需給調整市場、さらには容量市場での電力市場で
運用してLAESの活用を実施していく。運転開始予定

2024年。
■タクマ、兵庫県
高砂市の播磨新工
場とアフターサー
ビス拠点「Supp 
ly Lab」が竣工
　タクマは、一般
廃棄物処理プラン
トやエネルギープ
ラントの主要設備
であるボイラや燃
焼装置を生産する
拠点である播磨工
場 （ 兵 庫 県 高 砂

■ヨネックス、インドのバドミントンラケット新工場
が稼働
　ヨネックスのインド
子会社Yonex Ind ia 
Private Limitedは、
ベンガルール市にバド
ミントンラケットを製
造する新工場を開設す
る。
　新工場は、スチール／アルミ製ラケットを製造する
既存工場に加え、カーボン素材のラケット製造設備を
備えた第二工場として、4月より本稼働を予定してい
る。高品質バドミントンラケットの製造に注力し、イ
ンド顧客への安定供給体制を強化し、3年後をめどに
現在の3倍の生産規模の達成を目標とする。
　新工場の敷地面積は2万1322平方㍍。延床面積は
8346平方㍍。
■ヨコオ、半導体検査用プローブの製造工場をベトナ
ムに開設
　ヨコオは、半導
体検査用プローブ
の製造工場として
ベトナムに新会社
「 Y O K O W O 
ELECTRONICS 
VIETNAM CO., 
LTD（ヨコオ・エレクトロニクス・ベトナム 略称：
YEV）.」を設立した。
　同社のベトナム国内の工場は自動車用アンテナなど
を製造する「YOKOWO VIETNAM CO., LTD.」に
続き2工場目。半導体検査用プローブを作る工場とし
ては、日本とマレーシアに続き3拠点目となる。将来
の超極細プローブの生産に対応している。
　フル稼働は6月を予定し、月産300万本まで生産能
力を引き上げていく予定。延べ床面積約2430平方㍍。
■昭和電線ホールディングス、ワイヤハーネス事業拡
大に向けベトナム工場を移転
　昭和電線ホール
ディングスは、ワ
イヤハーネス事業
のさらなる事業拡
大を目指し、ベト
ナム現地法人であ
る S W C C  S H O 
WA VIETNAM INTERCONNECT PRODUCTS 
CO., LTD.（フンイエン省）を近隣の工業団地内に
移転し、生産能力を強化する。
　新工場は延べ床面積で現工場の約2倍となり、2026

年度売上高約20億円を目指す。中国拠点と同等の製
品ラインアップをベトナムと中国のいずれの拠点から
でも柔軟に供給できる体制を整備し、サプライチェー
ンの再構築を進めていく。
　敷地面積は約5000平方㍍。延べ床面積は約5700平
方㍍。
■タムロン、ベトナムにレンズ製造の新工場を建設
　タムロンは、ベトナムに、レンズ製造を行う新工場
として、タムロンベトナム・タンロン工場を新設する。
　同社は国内では青森県、海外では中国・仏山市、ベ
トナム・ハノイ市に生産拠点を有している。このほど
中長期的な事業拡大への対応や、サプライチェーン等
を含む安定供給体制やコスト対応力を強化すべく、新
たな生産拠点としてベトナム第三タンロン工業団地内
に新工場を建設する。新工場では、レンズ交換式カメ
ラ用交換レンズ、車載用レンズ、監視用レンズを製造
する。
　投資額は40億円。10月に着工し、稼働開始は2025
年1月。土地面積は約2万5000平方㍍。
■日清製粉グループのＮＢＣメッシュテック、タイに
成形フィルタ工場を増設
　日清製粉グループで産業用資材や化成品等を製造・
販売するＮＢＣメッシュテックは、タイで成長してい
る自動車産業のフィルタ需要の増加に対応するため、
タイの子会社であるＮＢＣメッシュテック（タイ）
Co., Ltd. の第二工場を建設する。
　新工場はタイチョンブリ県ＷＨＡチョンブリ工業団
地1内にある現工場に隣接地に建設し、成形フィルタ
の製造を担う。投資金額は1億4千4百万バーツ（約
5.7億円）、着工予定は4月、稼働は2024年4月を予定
している。

脱炭素・GX
■キリンビバレッジ、湘南工場で再生レジン使用のペ
ットボトルプリフォーム製造開始
　キリンビバレッジは、湘南工場でリサイクルレジン
を100%使ったペットボトルのプリフォームの製造を
3月上旬より開始する。
　現在、同工場ではバージンレジンを使ったプリフォ
ームの製造を行い、リサイクルレジンを100%使った
プリフォームは外部調達しているが、このほど豊通ペ
ットリサイクルシステムズが滋賀県日野町に新設した
飲料ボトル用リサイクルPET樹脂の製造工場が本格
稼働してリサイクルレジンを製造開始したことによっ
て、同社はプリフォーム用のリサイクルレジンを十分
に調達できるようになった。既存のプリフォーム製造
設備を使ってリサイクルレジンを使ったプリフォーム
製造を開始する。
　同社は商品の一部で「R100ペットボトル」の使用
を開始し、さらに拡大していく計画となっている。

国内

海外
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今
日
の
コ
ラ
ム
で
は
、
製
造
現
場

の
最
前
線
で
働
く
技
術
者
（
オ
ペ
レ

ー
タ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
生
産
現
場
に
近
い
技
術

者
、
い
わ
ゆ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
に
求
め

ら
れ
る
育
成
ポ
イ
ン
ト
は
盲
点
に
な

り
が
ち
。

　
技
術
者
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
そ

の
職
種
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
に
派
生
し

ま
す
。
Ｒ
＆
Ｄ
、
つ
ま
り
研
究
開
発

に
従
事
す
る
技
術
者
。
主
に
情
報
技

術
を
担
い
、
ア
プ
リ
製
作
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
の
構
成
を
設
計

す
る
Ｉ
Ｔ
技
術
者
。

　
そ
の
一
方
で
、
製
造
現
場
に
も
技

術
者
は
い
ま
す
。
製
品
を
組
み
立
て

た
り
、
設
備
等
を
動
か
し
て
製
品
を

作
る
技
術
者
で
す
。
前
者
の
技
術
者

は
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
後
者
は
「
オ
ペ

レ
ー
タ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
今
回
は
後
者
の
オ
ペ
レ
ー
タ
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
若
手
技
術
者
の

育
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

製
造
現
場
の
若
手
オ
ペ
レ
ー
タ
に
日
々
の
業
務
で
何
が
最
重
要
か
を
伝
え
た
い

オ
ペ
レ
ー
タ
育
成
の
現
実

　
ど
の
よ
う
な
職
種
の
技
術
者
、
つ

ま
り
技
術
職
の
従
業
員
を
育
成
す
る

に
し
て
も
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て

意
識
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は

「
結
局
の
と
こ
ろ
何
が
最
重
要
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
理
想
を
言
い
出

す
と
育
成
ポ
イ
ン
ト
は
際
限
な
く
出

て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
も
ち
ろ
ん
全
て
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
で
す
が
、
受
け
皿

で
あ
る
オ
ペ
レ
ー
タ
と
い
う
技
術
者

に
は
「
向
き
不
向
き
と
い
う
個
性
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
言
う

と
オ
ペ
レ
ー
タ
の
業
務
は
そ
の
ま
ま

製
品
の
製
造
や
出
荷
と
関
係
す
る
、

つ
ま
り
企
業
の
売
り
上
げ
に
直
結
す

る
こ
と
か
ら
「
悠
長
に
時
間
を
か
け

て
育
成
す
る
余
裕
は
普
通
の
中
小
企

業
に
は
な
い
」
と
い
う
事
実
も
重
く

の
し
か
か
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
考

え
る
べ
き
は
「
オ
ペ
レ
ー
タ
の
育
成

に
お
い
て
は
優
先
順
位
を
明
確
に
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

優
先
順
位
を
決
め
る
の
も
言
う
ほ
ど

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
の
が
本
項

の
冒
頭
で
も
述
べ
た
「
オ
ペ
レ
ー
タ

の
育
成
に
最
も
重
要
な
も
の
は
何

か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ま
ず
は
こ
こ
を
足
掛
か
り
に
育
成
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
を
考
え

る
、
と
い
う
の
が
妥
当
な
手
順
と
い

え
ま
す
。

安
全
に
対
す
る
意
識
は
全
て

を
上
回
る
最
優
先
事
項

　
結
論
か
ら
先
に
言
う
と
「
安
全
に

対
す
る
意
識
は
最
上
位
」
で
す
。
危

険
な
作
業
に
つ
い
て
は
若
手
で
あ
ろ

う
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新
人
で
あ

ろ
う
と
す
ぐ
に
で
も
意
見
を
言
う
雰

囲
気
を
作
り
、
常
に
改
善
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
製
造
現
場
に
お
い
て
最
も
回
避
し

な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
「
人
」
と

い
う
宝
に
傷
が
つ
く
こ
と
で
す
。
設

備
は
作
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

損
失
と
い
う
お
金
も
さ
ま
ざ
ま
な
挽

回
方
法
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人

の
体
だ
け
は
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
人
を
最
も
大
切
に
す
る
。
そ
の
精

神
は
オ
ペ
レ
ー
タ
の
育
成
に
お
い
て

最
上
位
に
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
会

社
は
最
善
の
注
意
を
払
い
続
け
る
覚

悟
が
重
要
で
す
。

オ
ペ
レ
ー
タ
に
求
め
ら
れ
る

の
は
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
手

を
抜
か
ず
に
継
続
す
る
こ
と

　
安
全
の
次
に
オ
ペ
レ
ー
タ
に
と
っ

て
重
要
な
の
は
「
決
め
ら
れ
た
こ
と

を
手
を
抜
か
ず
に
継
続
す
る
こ
と
」

で
す
。
も
し
か
す
る
と
間
違
っ
た
手

順
や
非
効
率
な
作
業
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
意
見
を
言
う
前
に
ま
ず
は

「
言
わ
れ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
で
き

る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
オ

ペ
レ
ー
タ
に
は
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
想
像
を
絶
す
る
忍
耐
力

が
必
要
で
す
。
こ
の
忍
耐
力
は
、
そ

の
後
に
控
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ペ
レ

ー
タ
が
輝
く
業
務
の
布
石
に
な
り
ま

忍耐力を身に付ける

製造業・世界と戦う担い手づくり

エキスパート 待望待望▶77

す
。

　
忍
耐
力
は
精
神
力
と
い
う
よ
う
な

言
葉
と
絡
め
ら
れ
て
あ
ま
り
評
価
さ

れ
な
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
後
の
本
格
的
な
オ
ペ
レ
ー
タ
の
成

長
を
考
え
る
と
、
若
い
う
ち
に
粘
り

強
く
物
事
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
を

身
に
付
け
な
い
と
将
来
的
な
成
長
が

早
い
段
階
で
頭
打
ち
に
な
り
ま
す
。

手
を
抜
か
ず
に
決
め
ら
れ
た

こ
と
を
続
け
た
オ
ペ
レ
ー
タ

に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

　
安
全
上
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
ま

ず
は
徹
底
し
て
決
め
ら
れ
た
こ
と
を

続
け
る
忍
耐
力
を
身
に
付
け
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
見
え
始
め
ま

す
。
そ
れ
は
「
製
造
現
場
で
発
生
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
の
本
質
」
で

す
。
何
と
な
く
非
効
率
だ
と
思
っ
た

部
分
が
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
。

　
製
品
の
不
具
合
が
何
に
よ
っ
て
生

じ
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
部
分

は
経
験
を
積
み
重
ね
な
い
と
見
え
て

き
ま
せ
ん
。
事
象
が
見
え
て
く
れ

ば
、
そ
の
原
因
が
何
と
な
く
見
え
始

め
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
上
で
オ
ペ

レ
ー
タ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
原
因

と
し
て
推
測
し
た
も
の
が
正
し
い
の

か
を
、
デ
ー
タ
と
い
う
裏
付
け
で
検

証
す
る
」
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
必
要
に
応
じ

て
品
質
保
証
や
設
備
担
当
、
研
究
開

発
部
隊
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て

良
い
と
思
い
ま
す
。
全
て
を
オ
ペ
レ

ー
タ
が
担
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
述
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
お
い
て

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
連
携
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
こ
で
何
よ
り
大
切
な
の
は
感
覚

論
で
は
な
く
「
デ
ー
タ
と
い
う
客
観

的
定
量
指
標
で
議
論
を
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
日

々
の
製
造
現
場
で
の
疑
問
を
述
べ
始

め
た
オ
ペ
レ
ー
タ
の
意
見
に
対
し
て

真
摯
（
し
ん
し
）
に
耳
を
傾
け
、
そ

の
意
見
の
妥
当
性
を
実
証
す
る
た
め

に
デ
ー
タ
で
検
証
す
る
と
い
う
こ
と

を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
こ
そ
が

「
本
当
の
意
味
で
の
生
産
性
改
善
」

に
向
け
た
流
れ
と
な
り
ま
す
。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
オ

ペ
レ
ー
タ
に
対
し
、
最
初
は
忍
耐
を

求
め
る
と
い
う
の
は
一
見
時
代
遅
れ

の
よ
う
で
す
が
、
決
め
ら
れ
た
こ
と

を
黙
々
と
続
け
る
忍
耐
力
が
な
い
と

結
局
の
と
こ
ろ
本
質
が
見
え
な
い
の

で
す
。

　
Ａ
Ｉ
や
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
な
ど
素

晴
ら
し
い
も
の
は
い
く
つ
も
世
の
中

に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
ど
の
よ

う
な
デ
ー
タ
を
取
ら
せ
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
イ
ン
プ
ッ
ト
で
学
習
さ
せ

る
の
か
は
人
が
決
め
る
こ
と
で
す
。

　
ど
の
よ
う
な
優
れ
た
技
術
も
そ
れ

を
使
う
人
間
が
本
質
を
見
て
い
な
け

れ
ば
、
無
用
の
長
物
と
化
し
て
し
ま

う
こ
と
を
今
一
度
、
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー

タ
の
育
成
指
針
検
討
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

吉田　州一郎
（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を
用いた製品の技術的課題解決、該関
連業界への参入を検討、ならびに該

業界での事業拡大を検討する企業をサポートする技術コ
ンサルティング企業代表。現在も国内外の研究開発最前
線で先導、指示するなど、評論家ではない実践力を重
視。複数の海外ジャーナルにFull paperを掲載させた高
い専門性に裏付けられた技術サポートには定評がある。

　昨年は、多くの企業がグローバルな
サプライチェーンの制約と問題に直面
し、ウクライナ戦争による投入コスト
への圧力上昇に悩まされました。今年
は、インフレ、不況懸念、持続可能性
の義務付け、そしてますます高まる顧
客の期待など、複合的な脅威が待ち受
けており、昨年に劣らぬ困難な年にな
ることが予想されます。

　ヨーロッパ、北米、アジアの産業界
は、これらの課題を回避・克服するた
めに、倉庫の自動化への投資を増やし
ています。2022年、ヘルスケア、産
業、小売りを含む300社以上の企業に
話を聞き、なぜこれほどまでに自動化
に賭けるのか、その理由を探りまし
た。 

　業界誌や市場調査で年間を通じて語
られていることと同じようなことが、
今回も語られています。下半期には金
利が急上昇し、お客さまの需要を予測
することがこれまで以上に困難となり
ました。家賃や光熱費などの営業コス
トが上昇しているとき、資金調達コス
トの高騰は特に厳しいものでした。
　もしアナリストの予想が的中すれ
ば、経営者の不安は2023年まで続くか
もしれません。
　投資銀行ジェフリーズは、株式市場
最新情報の中で、倉庫テナントが直面
する二大課題として、労働力不足と経
済の不確実性を挙げています。2022年
初め、同社の調査によると、米国の労
働者賃金は過去7年間でインフレ率10
％に対し約30％上昇しました。
　最近、12月にジェフリーズが、イン
フレ率は2023年には歴史的なレベル
（1桁前半）に落ち着くと予測しまし
た。しかし、アナリストは、人手不足
と高い家賃は2023年も解消されずに引
き続き不均衡を引き起こし、人手不足
は全ての産業で続き、賃金を押し上
げ、インフレを持続させるだろうと警
告しています。
　米国および欧州全域で、企業経営者
はすでに労働市場の歴史的な逼迫（ひ
っぱく）に直面しています。ジェフリ
ーズの分析では、特に米国で今後さら
に厳しくなる可能性があるとされてい
ます。経営者は、既存の人員と業務で
生産性を高める新たな方法を見つける
ことに注力する必要があります。

　当社のアナリストは最近、市場をよ
り正確に把握するため、300社以上の
企業を対象に詳細な定量調査を実施し
ました。その結果、いくつかの驚くべ
きデータが見つかりましたので、間も
なく発表される「S t a t e  o f  t h e 
Market（市場の現状）」レポートで
ご紹介します。

　Modern Materia l  Handl ingと
Peerless Research Groupの2022年自

動化調査で、倉庫およびサプライチェ
ーンの管理者に、今後2年間で最も改
善したいことについて質問したとこ
ろ、以下のような回答が寄せられまし
た。

　1．処理能力 
　2．ピッキングの効率 
　3．倉庫の稼働率 
　4．労働力の削減 

　話を聞いたいくつかの企業は、自動
化がこれら4つの業務上のハードル全
てを解決するのに有効であることを実
感したからこそ、投資を続けているの
だと述べています。  

　これらの企業の中で、自動化ソリュ
ーションに求めるものを尋ねたとこ
ろ、いくつかの共通のテーマが浮かび
上がりました。 

●信頼性と使いやすさ

　稼働率が高く、単一障害点によるリ
スクがないことが重要です。また、多
くの倉庫管理者は、ピーク時にすぐに
トレーニングが必要な臨時職員を雇用
しているため、倉庫作業員にとって使
いやすい機器も同様に重要でした。 

●拡張性

　現在のマクロ環境は不透明な状況が
続いているため、拡張性と、顧客の需
要に対応する能力に影響を与えること
なくシステムを拡張するオプションが
重要です。AutoStoreやAMRのよう
なキュービック・ストレージ・システ
ムは最高のテクノロジーです。一方、
シャトル・システムの導入は拡張に非
常にコストがかかることがわかりまし
た。 

●投資収益率

　資金調達コストの上昇に伴い、ROI
がこれまで以上に重要であることを経
営者は強調しました。問題は、ROIの
計算を把握することです。通常、考慮

すべき要素が多いためプロセスは複雑
になります。投資に関するコスト削減
を全て把握することが重要です。典型
的なコスト削減は、労働、エネルギ
ー、不動産（例：倉庫の統合）に関連
します。AutoStoreを設置すること
で、現在の倉庫スペースの75％も節約
できます。 

●投資回収期間

　インタビューした経営者によると、
倉庫自動化テクノロジーの種類によっ
て、資本支出は50万㌦から数百万㌦と
なります。コストに関係なく、数多く
のオプションがありますが、最も魅力
的なものは最も早い投資回収期間
（例：AutoStoreの一般的なお客さま
の投資回収期間は1～3年）のものと言
えます。

　一方、倉庫の自動化への投資の評価
は、困難で時間のかかるプロセスであ
ることを前もってご理解ください。十
分な情報に基づいた決断を下すために
は、いくつかの重要なデータポイント
が必要です。また、評価開始方法も複
数あります。自動化を導入している他
の企業に話を聞くお客さまも、導入プ
ロセス、メリット、ROIについてケー
ススタディを読んだりすることから始
めるお客さまもいらっしゃいます。  
　また、展示会に足を運んだり、専門
家に問い合わせたりするお客さまもい
らっしゃいます。倉庫またはその一部
をまだ自動化していない回答者の大半
に言えることは、今後数カ月以内に行
動を起こすと明言していることです。 

　それぞれのニーズについてまずは相
談したいとお考えのお客さまのため
に、当社では、あらゆる業種の倉庫の
自動化について豊富な知識と経験を持
つ専門家のグローバルチームがお待ち
しています。

オートメーション投資の展望

倉庫への評価 豊富な経験と知識必要
著：AutoStore

■AutoStore
https://ja.autostoresystem.com/

寄
稿
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フードテックジャパン大阪

■�日本ピスコ（ブース：1-21）
　日本ピスコは、腐食しやすい環境に最適な食品衛生法
適合のSUS316製機器、FDA（米国食品医薬品局）に適
合した材料を使用したポリウレタンチューブ、袋物ワー
クに最適な包装袋用真空パッド、食品などの生産ライン
に適した真空パッド金属検出用タイプ等、最新のエア機
器で食品業界に貢献している。
　ブースでは、袋詰めされた食品の搬送に便利な「包装
袋用真空パッド」やリニューアルした「真空グリッパ」
などの真空機器をはじめ、腐蝕に強く食品を扱う環境で
も使用可能な「SUS316製機器」、液体も流せる回転部
用ワンタッチ継手「ロータリジョイントSUS304」な
ど、食品を扱う場面に対応した商品を多数展示する。
■�フードテクノエンジニアリング（ブース：3-12）
　フードテクノエンジニアリングは各種フリーザーを中
心とした急速凍結/冷却設備メーカーでありエンジニア
リング企業。食品工場や低温物流センターに急速凍結設
備を設計施工を提案し、省人化/自動化設備の開発、設
計施工に取り組んでいる。
　ブースでは、グループ4社による、食品業界の自動化
・DXを実現するロボットや製造機器などを展示。ピザ
ソース塗り機や原料洗浄設備のほか、汎用性のある設備
から各企業様に対するオリジナル装置まで幅広く提案す
る。
■�ユニパルス（ブース：5-21）
　ユニパルスは、トルク制御機能を組み込んだモーショ
ンコントロール用アクチュエータ「ユニサーボ」、10～
2000㌔㌘のワークをつり上げて軽い力で移動させる荷役
器具「ムーンリフタ」などを提案する。
　荷重センサとサーボモータで力と位置を常に検知する
電動バランサ「ムーンリフタ」は、人の手感覚で思いの
ままに重量物を移動させることができる荷役器具。つっ
た状態のまま荷の積み足し・積み下ろしが簡単にでき
る。防塵・HACCPにも対応しており、食関連産業にも
安心して使うことができる。
■�山科精器（ブース：5-26）
　山科精器は、1939年の創業以来、FA化に貢献する各
種専用工作機械、船舶ならびに発電プラント向け熱交換
器、産業機械・船舶機関向け注油器を開発・製造し、
2009年には医療分野へ応用するメディカル事業部を立ち
上げ、20種以上の製品を開発している。
　ブースでは、食品工場様向けに作業の自動化、省人化
の提案し、大型バターの切断ができる「フードカッタ
ー」を展示する。

インターフェックス大阪

■�ノリタケカンパニーリミテド（ブース：8-13）
　ノリタケカンパニーは、ライフサイエンス業界向けの
「混合・加熱・濾過・晶析・抽出」など、流体関連設備
の設計・製造・販売を行い、これまでさまざまな業界に
対して、スタティックミキサーを核としたインライン連
続混合システムを提案し、工程の連続化・自動化を実現
した。
　ブースでは、微小流量対応のスタティックミキサーK
シリーズをはじめ、スタティックミキサー搭載熱交換
器、セラミックフィルターを提案する。
■�キーエンス（ブース：8-21）
　キーエンスは、新商品の包装機フィルム用UVレーザ
プリンタを出品する。従来のサーマルプリンタで必要だ

ったインクリボンを使用しないので、ダウンタイムゼ
ロ、消耗品コストゼロ、日々のメンテナンスゼロを実
現。実演を交えて商品特長を分かりやすく紹介する。
■�鍋屋バイテック（ブース：8-39）
　鍋屋バイテックは、伝動・制御・位置決め・ハンドリ
ングのための機械要素部品の開発・製造・販売、鋳物ソ
リューションを提供している。
　ブースでは、手動のハンドル操作の代わりに自動で位
置決めを行う「ハンドル自動化ユニット」を出展する。
充填機、包装機、ラベラーなどの幅・高さを調整する箇
所で使うことができる。また遠隔制御を低コストで実現
する「クラウド型遠隔監視システムezeio（イージー・
アイ・オー）」は、クラウドサーバを利用して、機器や
装置の状態を遠隔監視できるIoTシステム。停電中の冷
蔵倉庫の温度を監視することで、廃棄ロスを削減できた
事例がある。このほか、工具なしで簡単に固定「クイッ
クポジショニングブラケット」、取っ手に便利な機能
（スイッチ、LED、空気圧バルブ）を付加「機能つき
取っ手」、CEマーキングの対応や異物混入対策に「脱
落防止シリーズ」などを紹介する。
■�凸版印刷（トッパン、ブース：9-31）
　トッパンは、パッケージング事業で、軟包装・紙器・
プラ等に加え、DXソリューション等を市場に提供、
「価値あるパッケージ」でサステナブルな社会の実現と
心豊かで快適な生活を提案する。
　ブースでは、DXとSXの2つのコンセプトのもと、医
療医薬や化粧品における課題解決に貢献する製品・ソリ
ューションを展示。DXコーナーでは、製造現場の省力
化・高度化などの業務改善を実現する各種システムや、
RFID・コード活用による製品の真贋判定・トレーサビ
リティ技術などを中心に紹介。また、SXコーナーで
は、各種ソリューション、脱炭素に貢献する最先端のサ
ステナブルパッケージなどを展示する。
■�タツタ電線（ブース：9-44）
　タツタ電線は、1945年の設立以来、電力ケーブル、ロ
ボットケーブル、産業用ケーブルなどさまざまなケーブ
ルを製造・供給してきたケーブルメーカー。送電網、太
陽光発電、風力発電から電源、機器内外に至るまで、あ
らゆる場面で環境に応じた電線を取り扱っている。
　ブースでは、細径ケーブルや、ロボットケーブル、抗
菌ケーブルなど、多数のケーブルを展示している。
■�マクニカ（ブース：10-2）
　マクニカは、医薬
品・化粧品製造分野
において「メンテナ
ンスの効率化」「ダ
ウンタイムの軽減」
を改善するために、
機器の状態変化をモ
ニターすることでよ
り早く異常を検知
し、機器の故障予防を行いたいというニーズの高まりに
対し、状態基準保全（CbM）向けセンシング技術の中
で最も変化の初期兆候を得ることのできる「振動」セン
サーをベースとしたソリューションを展示する。
■�アズビル（ブース：10-5）
　アズビルは、医薬向け
に、細菌センサ、制御シス
テム、空調システム、生産
システム、エネルギー管理
システム、校正サービス等
長年にわたりさまざまな分
野のソリューションを提供
している。
　ブースでは、データインテグリティ（DI）対応に向

けて、焦点となっている製造実行システムと品質マネー
ジメントシステム、オンライン異常予兆検知システムな
どのソリューションを紹介。課題解決ニーズの高い
QMS（マスターコントール）/MES（Pharmanage™V）
およびAIによるオンライン異常予兆検知システム（BiG 
EYES™）を出展する。
■�トビー・テクノロジー（ブース：10-6）
　トビー・テクノロジーは、「どこを見ているかわか
る」アイトラッキング（視線追跡・視線計測）の大手と
して既に500社を超える企業に導入されている。アイト
ラッキングのためのハードウエア・ソフトウエアの提供
に加え、製造業向け技能伝承ソリューションや、製造
DXソリューションのサービスを展開している。
　ブースでは、製薬・食品業界での目視検査やラインク
リアランス、製品切り替え作業において、熟練者と非熟
練者の見方の違いや熟練者同士の共通点などを分析し、
言語化/データ化が難しいと言われる「熟練者のカン・
コツ」を抽出し、教育/評価や技能伝承、DX・自動化を
提案する。
■�日本ノヴァシステム（ブース：11-7）
　日本ノヴァシステムは、1991年の設立から、30年以上
工業用PCを製造・販売してきたメーカー。ブースで
は、防爆エリアのIT化、業務の効率化に最適な防爆タ
ブレットPC・スマートフォンなどを出展する。国内防
爆検定合格済みかつ複数項目のMIL試験をクリアして
おり、屋外での使用や不意な事故にも充分耐えられる頑
丈な設計となっている。また、必要な仕様に合わせたカ
スタムPCや、粉塵による故障を防ぎ組み込み用途に適
したファンレスPCなども提案している。
■�アイエイアイ（ブース：11-13）
　アイエイアイは、医薬・化粧品業界の生産性向上、お
よび品質向上に有効な小型産業用ロボットのアプリケー
ションデモ機を多数展示する。
　ブースでは、超小型エレシリンダーなどを用いて瓶の
位置決め、ノズルの昇降、中栓の圧入をオール電動で構
築したインデックステーブルバイアル瓶液体充填のデモ
機のほか、RCON＋ECインデックステーブルによる組
立機、オリコン組立・折りたたみデモ機などを紹介す
る。
■�ロックウェルオートメーションジャパン
　（ブース：11-13）
　ロックウェル･オートメーションは、産業用オートメ
ーションおよびデジタルトランスフォーメーションのグ
ローバルリーダーとして、人々の創造力とテクノロジの
潜在力を結びつけることで人の可能性を広げ、顧客の生
産性を高め、地球に優しい技術を提供している。
　フォーチュン500にランクされているライフサイエン
ス企業の95%が、製品の品質向上、ロス削減、および製
造の柔軟性向上のために同社のソリューションを採用し
ている。
　ブースでは、ブースでは、製造実行システムMESソ
フトウェア「FactoryTalk PharmaSuite」、デジタル

トランスフォーメーションを推進するソフトウエアソリ
ューション、既存業務の枠を超えた取り組みをサポート
するIoTアプリケーションなどを出展する。
■�フジキン（ブース：11-46）
　特殊バルブ機器類だけでなく、超精密ながれ（流体）
制御システムにおけるトップランナーのフジキンは、あ
らゆるライフサイエンスのシーンでのバルブを提案す
る。
　ブースでは、Bシングルユースアプリケーションに最
適で、高耐久かつ再利用可能なシングルユース用ピンチ
バルブ「BPVシリーズ」のほか、コンパクトで、液だ
まりが少ない少量充填用バルブ「LCDバルブ」、シー
ル性の高い高機能サニタリー用ソフトダイヤフラムバル
ブ、蒸気での耐久性がボールバルブよりも高い「BYシ
リーズアングルシートバルブ」、目的に応じて、液体系
から固液、気液系に応用でき、任意の粒径のエマルジョ
ンを簡単に作れる静止型ミキサー「混合君・分散君」、
ガス供給系の重要なコンポーネントであるMFCをサー
マルシリーズとして製品化した「FCSサーマルシリー
ズ」などを展示・紹介する。

ファーマラボEXPO大阪

■�横河電機（ブース：12-29）
　横河電機は、人々の命と健康を守る医薬、誰もが安心
して口にできる安全な水と食料の供給に貢献するライフ
事業において、「はかる・みる・つなぐ」の技術を駆使
しIoT/AIを活用することで、全ての生産活動から得ら
れる情報を解析・コントロールするとともに、作業者の
安全に配慮し原料品質、設備劣化、技術伝承、製造環境
整備の課題を解決する製品・ソリューションを提案す
る。
　ブースでは、フローイメージング顕微鏡「Flowcam 
Nano」、「CellVoyagerトータルシステム」、920MHz
帯無線通信機器シリーズ「SMART920」など製品を展

示する。
　セミナーとして、3月9日午後2時10分から「タンパク
・脂質ナノ粒子凝集体モニタリングの最適化」として、
mRNAの送達物質である脂質ナノ粒子凝集体のモニタ
リング手法と、AIによるタンパク凝集体検出手法を紹
介する。
■�リコー（ブース：13-30）
　リコーのバイオメディカル事業では、iPS創薬支援事
業・RNA-CDMOサービス事業・バイオ3Dプリンター
の研究開発などを行っている。
　ブースでは、関連会社であるElixirgen Scientific社独
自の簡便・高速なiPS細胞分化技術を使った分化試薬・
分化細胞・受託サービスや、国内製造で短納期での提供
が可能なRNA開発製造受託サービスの紹介、インクジ
ェット技術で細胞を生きたままプリント可能なバイオ
3Dプリンターの実機展示をする。

会期：3月8−10日　会場：インテックス大阪
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■�CKD（ブース：6-13）

　CKDは、薬品・食品包装機やはんだ印刷検査機、リ
チウムイオン電池用巻回機などの自動機械装置とエアシ

リンダー等の空気圧関連機器や各種用途に対応したバル

ブ等流体制御機器の開発・製造・販売を行っている。

　ブースでは、今後発売予定の水素対応バルブを中心

に、脱炭素社会の実現に向け次世代エネルギー源の安全

な利用に貢献できるバルブや関連機器を提案する。

■�チノー（ブース：8-13）

　チノーは、温度ソリューションを得意とし、各種機器

（記録計・調節計・操作端）、センサから集録監視パッ

ケージソフトウエアに至るまで、多種多様な計測・制御

・監視機器と装置・計装システムを提供している。

　ブースでは、水電解評価装置･燃料電池評価装置･燃料

電池評価ホルダ、液化水素測定用温度センサを提案す

る。

■�SICK（ブース：8-38）

　SICKは、ドイツに拠点を置
くヨーロッパ最大のセンサメー

カーとして、幅広い製品ポート

フォリオでファクトリーオート

メーション、ロジスティクスオ

ートメーション、プロセスオー

トメーション業界にソリューシ

ョンを提供しオートメーション

の未来を切り開いている。

　次世代エネルギーとして代表とされる水素やアンモニ

アの流量を測定する計器に対して業界からは高い精度で

純度100%の水素、アンモニアの流量測定が求められて
おり、ブースではFLOWSIC600-XTを展示し、圧力損
失のないメーターボディや低流量から高流量までのワイ

ドレンジは、水素やアンモニアのアプリケーションでさ

らなるメリットを提案する。

■�センシリオン（ブース：9-19）

　センシリオンは、効率、健康、安全性、快適性を向上

させるセンサーとセンサソリューションを専門とするセ

ンサメーカー。流量センシングでは、液体流量センサ、

マスフローメーター、マスフローコントローラ、微差圧

センサを取りそろえており、MEMS技術を生かした小
型、高精度のユニークなセンサ開発を得意としている。

　ブースでは、水素濃度センサーを用いた水素漏れ検出

アプリケーション展示、水素ガス対応のマスフローメー

ターを用いた水素ガスメーターアプリケーション展示、

および温湿度センサーのデモ展示、その他に燃料電池に

必要な環境センサー、流量センサー製品を紹介する。

PV EXPO [春] 2023

■�安川電機（ブース：24-22）

　安川電機は、太陽光発電用パワーコンディショナを中

心とし、50㌔㍗未満の低圧連系から自家消費システムま
で幅広くソリューション提案を行っている。

　ブースでは、新たにラインアップに加わった

Enewell-SOL　P3Aは自家消費型太陽光発電用途に特

化したパワーコンディショ

ナを展示。200V級S相接地
25㌔㍗と自家消費制御・自
立運転機能を内蔵で特に中

規模の自家消費用途には顧

客に最大のパフォーマンス

を提供する。

■�協豊製作所（ブース：27-39）

　協豊製作所はプレス・溶接技術と自動化設備製造技術

をコア技術として70年以上にわたり自動車産業の発展に
貢献してきた製造メーカー。自動車の電動化に伴い電池

関連部品の分野へも事業を拡大し、ハードな環境でも使

用できる電池パックやモジュールづくりもできる「電池

パッカー」としての役割も担っている。要求に応える

「最適最良の電池パック」を試作から量産まで一気通貫

でサポートする。

［国際］二次電池展 [春]

■�KOA（ブース：28-15）

　KOAは、創業83周年を迎える電子部品メーカー。環
境対応自動車や再生可能エネルギー発電のバッテリマネ

ジメントにおけるバッテリの安全監視、SOC/SOHの見
える化などの課題解決に向けたソリューションを提案し

ている。

　ブースでは、脱炭素社会の実現に向けて、電子部品技

術とセンサーソリューションでバッテリマネジメントシ

ステムの「バッテリ使用状態の見える化」に貢献するた

め、バッテリの使用状態と安全を見守る、電流センサ、

電圧センサ、温度センサなどを展示する。

■�島根自動機（ブース：29-6）

　島根自動機は、電池

/電子部品、車載部
品、医療機器、食品向

け省力化・合理化設備

の一環した設計、製作

販売と、省力化、合理

化設備に搭載される単

品（加工品）の製作、販売を行う設備メーカー。

　ブースでは、電池・電子関連、食品分野で使われる省

力化・合理化設備の組立工程に見立てたデモ機を展示し

て提案する。

■�日本電気硝子（ブース：30-35）

　日本電気硝子は、創業70
年以上のガラスメーカー。

素材の設計・開発～製造・

加工まで一貫した提案がで

き、自動車・輸送、情報通

信・半導体、医療、ディス

プレイ、照明、エネルギ

ー、社会インフラ、家電・住設用など、さまざまな分野

の課題に対応するガラスを製造・販売している。

　ブースでは、開発中の全固体ナトリウムイオン二次電

池を展示する。開発品の電池セルを見られるほか、高い

安全性、広い動作温度、高容量化が容易などの特長や開

発状況について動画や開発者プレゼンを交えて紹介す

る。

■�レーザーテック（ブース：31-38）

　レーザーテックは、半導体およびFPD関連をはじめ
とする産業分野で、光応用技術を用いた検査・計測のソ

リューションを提供している。

　ブースでは、次世代電池の現象解明や不良解析に活躍

する「ECCS　B320」を出展する。「ECCS　B320」
は、LiBの充放電中の挙動をOperando観察できるシス
テム。専用観察セルに電極を組み込み、切断して作成し

た断面を観察できる。実機によるデモも実施する。

■�スギノマシン（ブース：34-15）

　スギノマシンは、「切る」「削る」「洗う」「磨く」

「砕く」「解す」といった6つの『超』技術を生かした
商品・サービスを展開している機械メーカー。

　ブースでは、分散、粉砕、乳化、へき開等の処理を行

うことができる超高圧式湿式微粒化装置「スターバース

ト」、対向気流により原料同士を衝突させることで低コ

ンタミな粉末を生成することができる対向気流乾式粉砕

機「ドライバースト」、超高圧技術によりセルロース等

の原料をナノサイズまで解繊したバイオマスナノファイ

バー「BiNFi-s」を展示する。
■�岩谷産業（ブース：34-30）

　岩谷産業は、1930年の創業時から「世の中に必要な人
間となれ、世の中に必要なものこそ栄える」という企業

理念のもと、くらしや産業にエネルギー、産業ガス、機

械、マテリアル、食品など幅広い商品やサービスを提供

している。

　ブースでは、電池の製造工程に関する装置を展示す

る。小型超高圧（600㌧）プレス、塗工から乾燥までの
工程をコンパクトに一体化したキャスティングシステ

ム、ローラ表面の帯電極性を調整することにより微小な

ごみを吸着する静電クリーナ、エリア除電装置、硫化水

素検知器などを紹介する。

WIND EXPO [春] 2023
～［国際］風力発電展［春］～

■�日本ワイドミュラー（ブース：44-1）

　日本ワイドミュラーは、産業用

太陽光発電向け最新のソリューシ

ョンや、洋上風力発電に最適なソ

リューションを提案する。

　ブースでは、太陽光発電向けソ

リューションからは高容量対応接

続箱、緊急遮断機能付き省配線接

続箱、ストリング監視システム

等、風力発電向けソリューション

からはBLADE control®（氷着検
知等）、タワー内部向けLED照
明等を紹介する。

■�大電（ブース：44-16）

　大電は、メディアコンバータやスイッチングハブ等の

設計・製造・販売を行っているネットワーク機器の国産

メーカー。

　ブースでは、風車や風車内設備の遠隔監視・制御モニ

タリングを実機を使ったデモ展示で紹介する。主な展示

品は、風車内設備の接点・アナログ情報をIP化して変
電所まで伝送する接点・アナログ信号/イーサネットコ
ンバータ「DN9400E」、SFPとの組み合わせで、風車
間光ネットワークを安価に構築するPoE対応インテリジ

ェントSW-HUB「DN5161E」。
■�音羽電機工業（ブース：44-35）

　音羽電機工業は、1946年に創業した雷対策の専門メー
カー。高圧用避雷器、低圧用避雷器、信号回線用避雷

器、その他雷対策製品の開発、製造、販売を行っている

ほか、雷コンサルティングサービス、機器の雷サージ耐

久性の受託試験対応も行っている。

　ブースでは、常に直撃雷にさらされる可能性のある風

車鉄塔には直撃雷検出装置、変圧後の特高設備周辺には

特高避雷器を用意し、風力発電システムの効率的な運用

をアシストする。

［国際］スマートグリッド EXPO [春]

■�三菱電機（ブース：49-38）

　三菱電機は、電力事業者から自家発電を保有する事業

者までが利用する電力に関連する製品・システムを提案

する。

　ブースでは、電力のカーボンニュートラルと電力の安

定供給を両立する製品・ソリューションを展示する。電

力ICTソリューションパッケージ「BLEnDer」シリー
ズ、三菱スマート中低圧直流配電ネットワークシステム

「D-SMiree」、「マルチリージョンEMS」、分散型電
源運用サービス（VPP）などを紹介する。
■�Moxa Japan（ブース：51-6）

　Moxa Japanは、80か国以上のシ
ステム・インテグレータやVAR
（付加価値再販業者）に世界トップ

クラスの産業用ネットワーク製品を

提供している。

　ブースでは、IEC61850変電所の
スマートなネットワーク構成の紹介

のほか、近年、カーボンニュートラルの実現に向けて需

要の拡大が加速する蓄電池向けのシステムやデータセン

タ向けのネットワークバックボーンを、デモンストレー

ションを交えて紹介する。

■�椿本チエイン（ブース：52-39）

　椿本チエインは、電気自動車の大容量蓄電池から取り

出した電力を、停電時には非常用電源として、平常時に

は電力使用状況に合わせた系統への給電（連系）やEV
への充電をスマートに制御できるEV充放電装置
「eLINK」を出展する。太陽光発電や蓄電池と連携
し、自然エネルギーの有効活用やカーボンニュートラル

対応として活用できる。eLINKを活用することで、次
世代エネルギー・社会システム構築への貢献を提案する。

脱炭素経営EXPO [春]

■FAプロダクツ（ブース：58-6）

　FAプロダクツは、太陽光発電所建設、機材、電力取
引の事業を軸に、企業価値向上に貢献する脱炭素・環境

経営・カーボンニュートラルへの取り組みを提供してい

る。

　ブースでは、太陽光発電設備の施工、キャッシュフロ

ー、発電量シミュレーションの作成、カーボンニュート

ラル実現の戦略コンサルティング、脱炭素・環境経営ソ

リューションなどを提案する。

スマートエネルギーWeek春　主要企業ブース・展示紹介
会期：3月15−17日　会場：東京ビッグサイト
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い
ま
や
Ｄ
Ｘ
は
バ
ズ
ワ
ー

ド
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
見
か
け
ま
す
。
し
か
し
そ

こ
で
い
う
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
は
Ｉ
Ｔ
ま

た
は
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
向
け

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ

だ
け
で
解
決
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
業
界

や
業
種
、
業
務
レ
ベ
ル
ま
で

深
掘
り
し
、
そ
こ
に
合
っ
た

Ｄ
Ｘ
を
実
行
し
な
い
と
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
企
画
で
い
う
「
制
御
盤

Ｄ
Ｘ
」に
つ
い
て
、２
０
３
０

年
に
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
が
今

よ
り
も
Ｑ
Ｃ
Ｄ
を
格
段
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
利
益
の
創

出
力
が
強
化
さ
れ
て
い
る
状

態
に
な
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
と

定
め
、
制
御
盤
の
設
計
・
製

造
と
い
う
制
御
盤
ビ
ジ
ネ
ス

の
根
幹
を
強
化
す
る
取
り
組

み
、
生
産
性
を
向
上
し
、
稼

ぐ
力
を
つ
け
る
た
め
の
取
り

組
み
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

■ 

Ｄ
Ｘ
へ
の
道
は
一
つ
で
は

な
い

　
Ｄ
Ｘ
と
い
っ
て
も
、
足
元

の
小
さ
な
改
善
と
長
期
的
視

座
に
立
っ
た
大
き
な
改
善
、

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
、
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
な
ど
、
い
く

つ
も
の
ピ
ー
ス
を
組
み
合
わ

せ
て
完
成
さ
せ
る
パ
ズ
ル
の

よ
う
な
も
の
。
そ
の
道
筋
は

一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
で
い
え
ば
、

例
え
ば
「
顧
客
と
の
や
り
と

り
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
使
わ
な
い
」

「
古
い
図
面
を
再
利
用
す
る

と
き
は
、
現
在
も
部
品
が
調

達
で
き
る
状
態
か
確
認
す

る
」
と
い
っ
た
日
々
の
業
務

改
善
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
「
端

子
台
や
盤
用
機
器
を
ネ
ジ
式

か
ら
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
に
変

え
る
」
「
箱
の
調
達
や
穴
あ

け
加
工
な
ど
は
デ
ジ
タ
ル
サ

ー
ビ
ス
を
使
う
」
「
電
線
加

工
は
汎
用
工
具
で
な
く
専
用

工
具
や
自
動
加
工
機
を
使

う
」
と
い
っ
た
少
し
の
調
整

や
設
備
投
資
が
と
も
な
う
も

の
、
さ
ら
に
は
「
電
気
Ｃ
Ａ

Ｄ
の
設
計
デ
ー
タ
を
顧
客
や

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
シ
ス
テ

ム
で
共
有
し
て
作
業
す
る
」

「
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
設
計
デ
ー
タ
を
製
造

工
程
で
も
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
」
「
組
み
立
て
作
業

の
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
で
作
業

ミ
ス
を
防
ぐ
」
な
ど
の
よ
う

に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
ベ
ー

ス
と
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築
や

仕
組
み
の
整
備
な
ど
、
課
題

と
そ
の
解
決
策
が
、
粒
感
が

バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
、
星
の

数
ほ
ど
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
を
見
据
え
て
、
こ

れ
ら
を
一
つ
ず
つ
実
行
し
、

自
社
や
顧
客
、
市
場
環
境
に

合
わ
せ
て
最
適
な
設
計
・
製

造
体
制
に
磨
き
上
げ
て
い

く
。
終
わ
り
な
き
改
善
の

旅
、
生
産
性
向
上
の
道
の
り

を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
う
ま

く
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
制
御
盤
Ｄ

Ｘ
で
す
。

■ 

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か

し
て
利
益
を
創
出
で
き
る

よ
う
に

　
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
は
、
制

御
盤
Ｄ
Ｘ
を
実
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
よ
り
も
多
く

の
面
数
を
設
計
・
製
造
し
て

納
品
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
面
数
は
増
え
な
く
て
も

高
単
価
の
制
御
盤
を
製
造
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
技
術
力
で
課
題
解
決
力

を
強
化
し
て
新
た
な
顧
客
を

開
拓
し
た
り
、
既
存
顧
客
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
固
に
食
い
込

む
な
ど
、
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
や
強
み
を
生
か
し
て

利
益
を
増
や
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
本
企
画
で
は
、
制
御
盤
Ｄ

Ｘ
と
い
っ
て
も
デ
ジ
タ
ル
や

大
規
模
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
一
辺
倒
で
は
な
く
、
１
歩

１
秒
１
円
の
生
産
性
向
上
が

で
き
る
足
元
の
改
善
、
工
夫

な
ど
も
積
極
的
に
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。
特
に
現
場
が

理
解
し
や
す
く
、
取
り
組
み

や
す
い
、
実
現
ま
で
の
ス
テ

ッ
プ
を
描
け
る
よ
う
な
情
報

発
信
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
本
の
製
造
業
が
発
展
し

た
理
由　

装
置
ユ
ー
ザ
ー

と
メ
ー
カ
ー
の
切
磋
琢
磨

　
日
本
の
製
造
業
が
強
く
な
っ

た
要
因
の
一
つ
に
、
工
作
機
械

や
半
導
体
製
造
装
置
を
は
じ

め
、
国
内
に
生
産
の
た
め
の
機

械
や
装
置
に
関
連
し
た
産
業
が

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
に
は
古
く
か
ら
、
自
動

車
や
電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
の
よ

う
な
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
、
素

材
や
部
品
を
作
っ
て
収
め
る
メ

ー
カ
ー
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
な

ど
、
自
社
工
場
を
持
つ
「
ユ
ー

ザ
ー
」
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
彼
ら
向
け

に
生
産
ラ
イ
ン
や
製
造
装
置
を

作
っ
て
提
供
す
る
「
機
械
・
装

置
メ
ー
カ
ー
」
も
多
く
あ
り
、

お
互
い
に
近
し
い
距
離
感
で
生

産
技
術
を
切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ

た
く
ま
）
し
て
き
た
と
い
う
土

壌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
生
産
の
質
が
磨
か
れ
、
高
品

質
な
製
品
を
生
み
出
す
素
に
な

り
ま
し
た
。

　
機
械
の
心
臓
部
で
あ
り
、
頭

脳
で
も
あ
る
制
御
盤
と
、
そ
れ

を
製
造
す
る
制
御
盤
メ
ー
カ
ー

も
そ
こ
に
大
き
な
貢
献
を
し
ま

し
た
。
今
も
機
械
メ
ー
カ
ー
に

対
す
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す

る
一
員
に
な
り
、
高
品
質
な
制

御
盤
の
設
計
・
製
造
を
通
じ
て

機
械
・
装
置
メ
ー
カ
ー
の
進
化

・
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。

市
場
環
境
の
激
変
に
と
も

な
う
制
御
盤
へ
の
ニ
ー
ズ

の
変
化

　
し
か
し
近
年
は
、
制
御
盤
メ

ー
カ
ー
を
含
む
製
造
業
全
体

が
、
第
４
次
産
業
革
命
や
デ
ジ

タ
ル
化
、
脱
炭
素
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
な
ど
、
急
激
な
経
営
環
境
の

変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
制
御
盤
に
関
わ
る
と
こ
ろ
に

フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
、
工
場
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
急

激
に
電
動
化
・
自
動
化
に
向
か

っ
て
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
制

御
盤
の
面
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
伴
っ
て
機
械
産
業
も
輸
出
比

率
が
ど
ん
ど
ん
と
高
ま
り
、
制

御
盤
の
仕
様
に
対
す
る
要
求
も

国
内
向
け
か
ら
海
外
向
け
へ
と

軸
足
が
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
新
し
い
技
術
の
進
化
に
よ
っ

て
製
造
装
置
の
姿
・
形
、
求
め

ら
れ
る
機
能
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
拡
大
・
変
化
し
て
い
ま

す
。
省
エ
ネ
や
脱
炭
素
に
関
し

て
も
同
様
で
、
そ
う
し
た
変
化

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
制
御
盤

自
身
に
も
よ
り
知
能
化
・
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
、
高
機
能
化

な
ど
進
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
憂
外
患
の
制
御
盤
業
界

　
制
御
盤
業
界
の
現
状
を
見
る

と
、
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
で
働
く

人
の
数
は
減
り
、
深
い
経
験
と

知
識
、
技
術
を
持
っ
た
ベ
テ
ラ

ン
も
ど
ん
ど
ん
と
第
一
線
か
ら

退
き
、
人
手
不
足
と
経
験
不
足

が
重
な
っ
て
業
界
全
体
の
地
盤

沈
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
産
性
や
質
の
向
上
に
関
し

て
も
、
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
は
中

小
企
業
が
多
く
を
占
め
、
Ｉ
Ｔ

投
資
は
少
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
自
動
化
に
つ
い
て
も
遅
れ
気

味
で
す
。

　
ま
た
経
営
環
境
に
つ
い
て

も
、
直
近
で
は
納
期
遅
延
の
問

題
で
盤
用
部
品
の
調
達
が
難
航

し
、
製
造
・
納
品
が
で
き
ず
、

資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
制

御
盤
メ
ー
カ
ー
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
に
対
し
あ
る

大
手
の
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
自

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
と
製
品
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
進
化
の
必

要
性
に
向
け
、
制
御
盤
の
製
造

を
国
内
の
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
か

ら
海
外
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

他
に
も
同
様
の
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
企
業
も
少
し
ず
つ
出
て

き
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ば
今
の
制
御
盤
業
界
は

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
が
考
え
る「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
」

制
御
盤
業
界
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る

終
わ
り
な
き
改
善
と
生
産
性
向
上
の
旅

ト
ロ
ー
ル
で
す
。
そ
れ
ら
の
要

素
は
す
べ
て
制
御
盤
内
に
あ

り
、
そ
の
設
計
・
製
造
を
、
距

離
的
に
も
身
近
に
あ
り
、
同
じ

言
語
・
文
化
圏
で
、
内
部
ま
で

勝
手
知
っ
た
る
国
内
メ
ー
カ
ー

か
ら
、
文
化
圏
や
自
社
以
外
の

取
引
先
も
異
な
っ
て
把
握
が
難

し
い
海
外
メ
ー
カ
ー
に
一
任
す

る
と
、
情
報
管
理
や
技
術
保

護
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か

ら
も
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
特

に
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
半
導
体

製
造
装
置
、
工
作
機
械
な
ど
、

新
興
国
の
成
長
が
著
し
く
、
国

際
間
競
争
も
激
し
い
産
業
で

は
、
技
術
保
護
と
優
位
性
の
維

持
は
生
命
線
で
す
。

制
御
盤
＝
機
械
を
動
か
す

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
自
動
化
の

頭
脳

　
今
後
も
電
動
化
と
デ
ジ
タ
ル

化
、
情
報
化
、
自
動
化
の
時
代

が
続
き
ま
す
。
そ
の
な
か
で
競

争
力
の
源
泉
と
な
る
の
は
、
情

報
を
処
理
し
、
機
械
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
頭
脳
、
い
わ
ゆ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
領
域
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
半
導
体
は
、
あ
ら
ゆ
る
電
子

機
器
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
頭

脳
と
し
て
働
き
、
い
ま
や
世
界

を
巻
き
込
む
一
大
産
業
に
成
長

し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
私
た
ち
の
生

活
・
仕
事
に
お
い
て
最
も
身
近

に
あ
る
頭
脳
と
し
て
必
需
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
バ
ー
と

そ
れ
が
集
積
す
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
は
、
膨
大
な
情
報
を
処
理

す
る
頭
脳
と
し
て
社
会
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
制
御
盤
も
、
見
た
目
こ
そ
単

な
る
大
き
な
四
角
形
の
箱
で
す

が
、
機
械
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

特
化
し
、
そ
れ
に
必
要
な
機
能

や
要
素
を
詰
め
込
ん
だ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
す
。
自
動
化
に
不
可

欠
な
頭
脳
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
や

サ
ー
バ
ー
な
ど
と
同
列
に
扱
わ

れ
て
も
よ
い
も
の
で
す
。

手
放
し
て
後
悔
し
た
半
導

体
、
パ
ソ
コ
ン
産
業
の
二

の
舞
を
防
げ

　
半
導
体
、
パ
ソ
コ
ン
は
、
か

つ
て
は
日
本
が
世
界
を
席
巻
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
国
際
競

争
に
敗
れ
て
シ
ェ
ア
を
落
と
し

て
今
に
至
り
ま
す
。
も
し
日
本

が
手
放
さ
ず
、
今
も
半
導
体
や

パ
ソ
コ
ン
、
サ
ー
バ
ー
な
ど
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
で
シ
ェ
ア
を

取
っ
て
い
た
ら
ど
ん
な
未
来
が

待
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
現

在
の
状
態
と
は
ま
っ
た
く
違
う

未
来
が
待
っ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
制
御
盤
は
、
電
動
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
情
報
化
、
自
動
化
の

時
代
の
コ
ア
技
術
が
詰
ま
っ
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
。
日
本
に

残
っ
て
い
る
頭
脳
領
域
の
重
要

産
業
と
し
て
保
護
・
育
成
し
、

機
械
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
手
放
し
て
競
争
力
を
失
っ
た

半
導
体
や
パ
ソ
コ
ン
の
二
の
舞

い
を
演
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
す
。

制
御
盤
の
未
来
と
変
革
に

向
け
て

　
機
械
産
業
の
持
続
的
な
発
展

の
た
め
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
機

械
メ
ー
カ
ー
、
制
御
盤
メ
ー
カ

ー
が
一
丸
と
な
り
、
制
御
盤
業

界
の
地
盤
沈
下
を
防
ぎ
、
進
化

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
当
事
者
で
あ
る
制
御
盤
メ
ー

カ
ー
と
制
御
盤
業
界
に
は
自
発

的
な
変
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
人
手
不
足
に

対
し
て
新
た
な
人
材
の
採
用
や

技
術
育
成
、
自
動
化
を
通
じ
て

生
産
力
を
維
持
強
化
し
、
生
産

性
を
高
め
る
た
め
の
設
計
・
製

造
の
仕
組
み
や
作
業
の
見
直

し
、
よ
り
効
率
的
な
作
業
や
ス

ム
ー
ズ
な
部
材
調
達
を
行
う
た

め
の
機
器
選
定
、
装
置
の
価
値

を
高
め
、
制
御
盤
自
身
を
高
付

加
価
値
化
す
る
た
め
の
新
技
術

な
ど
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

で
あ
っ
た
こ
と
、
変
え
る
こ
と

が
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
も
踏
み
込
ん
で
、
新
し
い
時

代
に
対
応
し
た
制
御
盤
づ
く
り

が
大
切
で
す
。◇

　
こ
れ
か
ら
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
新
聞
で
は
、
制
御
盤
業
界
の

発
展
に
向
け
、
制
御
盤
の
設
計

・
製
造
の
変
革
・
制
御
盤
Ｄ
Ｘ

に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
お

届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
未
来
の
制
御
盤
は
ど
う
な
る

か
、
設
計
・
製
造
は
ど
う
変
わ

っ
て
い
く
か
。
効
率
化
の
た
め

に
発
注
側
と
受
注
側
は
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
。
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
に

向
け
、
先
の
未
来
に
向
け
て
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、

い
ま
す
ぐ
今
日
か
ら
や
れ
る
こ

と
、
業
界
挙
げ
て
大
き
く
整
備

し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
、
小

さ
く
手
軽
に
で
き
る
こ
と
な
ど

を
、
制
御
盤
業
界
の
識
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
お
届
け

し
て
い
き
ま
す
。

内
憂
外
患
の
状
態
。
危
機
的
状

況
は
迫
っ
て
お
り
、
自
発
的
に

変
革
し
て
現
状
打
破
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

制
御
盤
業
界
の
低
迷
が
引

き
起
こ
す
機
械
産
業
へ
の

懸
念

　
国
内
の
制
御
盤
業
界
の
衰
退

は
、
機
械
産
業
に
と
っ
て
デ
メ

リ
ッ
ト
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
制
御
盤
の
製
造
を
国
内
メ
ー

カ
ー
か
ら
引
き
揚
げ
海
外
メ
ー

カ
ー
に
す
る
こ
と
で
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
は
複
雑
に
な
り
ま

す
。
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
も
無

視
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
情
報
管
理
の
リ
ス
ク
も

高
ま
り
ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
化
や
省
エ
ネ
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
な
ど
機
械
や
設
備
の

付
加
価
値
と
競
争
力
を
高
め
て

い
く
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
動
き
の
制
御
・
コ
ン

市
場
環
境
の
変
化
と

業
界
変
革
の
必
要
性

新
企
画
ス
タ
ー
ト 

制
御
盤
の
未
来
創
造
に
向
け
て
情
報
発
信

　
制
御
盤
は
、
電
力
を
供
給
し
て
機
械
に
命
を
吹
き
込
み
、
電
気
信
号
で
指
示
を

与
え
て
知
能
を
も
た
ら
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
機
械
に
と
っ
て
の
心
臓
部
、
頭
脳
と

し
て
、
工
場
や
プ
ラ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
自
動
化
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
制
御
盤
で
す
が
、
業
界
は
人
手
不
足
や

国
際
競
争
の
激
化
な
ど
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
未
来
へ
進
む
た
め
に
は
、
制
御
盤
業
界
の
現
状
に
即
し
た
変
革
、
デ
ジ
タ
ル

化
、
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
み
、
設
計
・
製
造
の
生
産
性
を
高
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

追
随
し
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
で
は
、
制
御
盤
業
界
の
未
来
創
造
を
テ
ー
マ

に
、
「
制
御
盤
の
未
来
と
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
ー
制
御
盤
の
設
計
・
製
造
変
革
の
進
め
方

ー
」
と
し
た
企
画
を
ス
タ
ー
ト
し
、
制
御
盤
業
界
の
発
展
に
向
け
た
情
報
発
信
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
第
１
弾
と
し
て
、
本
企
画
の
趣
意
と
な
る
製
造
業

の
市
場
環
境
の
変
化
と
制
御
盤
業
界
の
変
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。


